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広島大会特別企画

「これからの美術教育の在り方をグローバルに考える一日米交流を通して」

開催日時：2017年9月23日（第1日）15：00～17：30

会場：広島大学教育学部　講義棟K棟2F K201

第t部：特別講演

ロバート・セイボル博士（Dr．Robert Sabol）

（全米美術教育学会（NationaL Art Education Association）前会長）

演題

全米視覚芸術スタンダードの美術学習評価と礎石となるアセスメント・モデル

（Assessing Learningin Art with the American National Visual Arts Standards

and Model Cornerstone Assessments）

第二部：座談会

青山寿重民（広島県尾道市立山波小学校教諭・文部科学大臣優秀教職員賞受賞者）

水島尚書氏（美術科教育学会代表理事・聖心女子大学教授）

小野康男氏（大学美術教育学会理事長・横浜国立大学教授）

司会者　三根和浪（広島大学大学院教育学研究科准教授）

特別企画の第一部では、アメリカ合衆国から全米美術教育学会の前会長であるロバー

ト・セイボル博士を招き、2014年に公表された全米視覚芸術スタンダードが目指す教

育の質的転換とスタンダードが学校教育に及ぼしている影響について講演していただ

きます。新しいスタンダードの特徴の一つとして、就園前から高等学校までを通して身

につけるべき知識・技能・能力の内容と合わせて、アセスメント・モデルが提示される

ことが挙げられます。セイボル博士は、スタンダードの執筆者の一人であり、アセスメ

ント・モデル開発の委員長を務めています。創造性、批判的思考・問題解決、コミュ

ニケーション、協働のような　21世紀型スキルと関連する資質や能力が美術教育では

どのように定義され、どのような方法で測られるのかを中心にご報告いただきます。

特別企画の第二部では、日本側から広島県尾道市立山波小学校教諭の青山寿重氏（文

部科学大臣優秀教職員賞受賞者）、美術科教育学会代表理事の水島尚書氏（聖心女子大

学教授）、日本教育大学協会全国美術部門代表・大学美術教育学会理事長の小野康男氏

（横浜国立大学教授）にご登壇いただき、セイボル博士による報告内容、学習指導要領

の改訂、学校の実状を踏まえて、美術教育で育むべき資質や能力をテーマにディスカッ

ションしていただきます。日本とアメリカにおける美術教育の現状と課題を理論レベル

及び実践レベルで共有しつつ、これからの美術教育で育成すべき人間像と学習指導の在

り方について議論を深めたいと思います。



【講師紹介】
◆　ロバート・セイボル

（Robert SaboJ）

【登壇者紹介】
◆　青山寿重

◆　水島尚書

◆　小野康男

米国インディアナ州パデュー大学大学院芸術学科・芸術学講座

教授。米国インディアナ大学大学院教育学研究科博士課程修了、

博士号（Ph．D．）取得。23年間に及ぶ小学校での教職経験、及

び、インディアナ州教育省やアメリカ合衆国教育省などでの行

政職務経験がある。全米美術教育学会（NationalArtEducati。n

Association）前会長。主な著書には、『美術教育の専門職能力

開発：美術教育者のニーズ、問題、関心事』（2006年、NAEA出

版）、『落ちこぼれゼロ運動：美術教育への影響』（2010年、NAEA

出版）などがある。

広島県尾道市立山波小学校教諭。広島県公立小学校での教職員

歴35年。第48回広島県造形教育研究大会（尾道大会／尾道市

立瀬戸田小学校）にて図画工作科カリキュラム開発主任を担当。

平成24年度広島県教育奨励賞受賞。平成25年度文部科学大臣

優秀教職員賞受賞。現在、米国インディアナ州の小学校との国

際交流を通してESDと関連させた図画工作科の授業開発を進め

ている。

聖心女子大学教授。東京学芸大学大学院教育学研究科修士課程

修了。文部科学省学習指導要領（「美術」及び「図画工作」）作

成協力者。元全国大学造形美術教育教員養成協議会会長。平成

28年度より美術科教育学会代表理事。ローハンプトン大学（英）、

ボローニヤ大学（伊）等で客員教授を務める。共編著に『図画

工作・美術教育研究　第三版』（2010年、教育出版）等、多数。

「子ども」と「アート」のミッシングリンクを可視化するべく

美術教育学研究を行なっている。

横浜国立大学教育学部教授。神戸大学博士課程文化学研究科

単位取得満期退学。平成28年度より日本教育大学協会全国美

術部門代表・大学美術教育学会理事長を務める。精神分析理

論を取り入れた身体論による美術研究を主とし、現在はイメ
ージの人類学に関心をもつ。共訳書に、ジャン＝フランソ

ワ・リオタール『文の抗争』（1989年、法政大学出版局）、リ

ュック・フェリー『ホモ・エステテイクス』（2001年、法政大

学出版局）、ジョルジュ・ディディ＝ユベルマン『時間の前

で』（2012年、法政大学出版局）などがある。
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葦mplementingtheNationaH／isuaIArtsStandards

Statesarereviewingthenew

natlOnalstandardsandmaking

decisionsaboutwhethertheywi”

adoptthestandardsaswrittenor

revisethemforuseintheir

SChools

Currentty16stateshaveadopted

OrreVisedthenewstandardsand

19morearereviewngthe

Standardsbeforedecidingiforhow

theywi”usethem．

AdditionalstatesarescheduIedto

reviewthestandardsinthecoming

yearS

VVeb－basedSetofStandards

CJickabFe

Searchable

ShowcaslngEvidenceofStudent

Work
－Examplesofstudentwork

－Lessonplans

－ModelComerstone

Assessments

Creat10nOfyour“ownaccount〝

tobuildyourpersonaIizedvleW

Ofthestandards

lnOctoberof2014anew

SetOfnatJOnalvisualarts

Standardswaspublished．

Thesestandardsfocuson

A沌SticProcesSeSand

SkilIs．

Thesep代にeSSeSinclude

CreatIn9，Presentlng．

Respondin9，and

Connectjng．

Thesestandardsarenot
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EssentialQuestions

EssentialQuestionsarerelatedto

EnduringUnderstandingsL

EssentjalQuestionsarisewhenstudent

StartthinkingabouttheEnduring

Understandingsandwhatmakesthem

tTueOrmakesthemmoreclear．

ThelraImisto“stjmutatethought．to

PrOVOkeinqulry，andtosparkmore

questions．n

FOREXAMPLE二lnwhatwaysdoes

CreatingartLSticworkscontributetoan

enrlChedlife？
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旬PeSOfStarldard＄

Standard

Whatwewantstudentstoknowandbe
abletodoattheendofanyglVentime．

AnchorStandard

AnchorstandardsdescribethegeneraI

knowfedgeandSk‖SCOmmOninaHarts

discipIIneSthatstudentsmustdemonstrate

throughouttheireducationinthearts．

PeげOrmanceStandard

Perbrmancestandardsaregrade－by－

gradediscIPllne－SPeCificJeamlng

PrOgreSSionsofstudentachievement付om

PreK－8gradeandatthreepro触ency
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Accomplished，andAdvanced）．

EnduringUnderstandings

EnduringUnderstandingsareideas
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beyondwhatmaybelearnedin

SChooL

EnduringUnderstandingsarecentraI

toadiscipllneandaretransferable
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FOREXAMPLE：“LifeIong

engagementincreatingworksofart

COntributestoanenrichedlife：7

AnchorStandards

AnchorStandardsaremodelS

OreXamPlesofbehaviorsthat

COntrlbutetothecreatjonof

artlStJCPrOducts、

AnchorStandardsprovide

CntenaOrdescrlPtJOnSagainst

Whichstudentworkmaybe

judged．

FOREXAMPLE・“暮nitiate

makingworksofartand

designbyexperimenting，

imagining，andldent噌ing

COntent．”
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PerformanceStandardsorPerformancelbSks

PerbrmanceStandardsor

Performancelもsksare

StatementSWithspecifictraitsor

Criteriathatthestudents’products

mustindude．

PerbrmanceStandardsor

PerformanceTaSksareactivltieS

deslgnedtosimuJateorrepFlCate

real－WOrldcha”engeS．

FOREXAMPLE’“Combinejdeas

togenerateaninnovativeideafor

a丘making．∬
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ModelComerstone

Assessments

accompanyingthenew

Standardsaresamplesor

modelsteacherscanuseas

exampleswhentheycreate

theirowncomerStOne

assessments旦〔theymaybe

USedasintactassessments

ModelComerstone

AssessmentsareNOT

mandato丹

ModeICornerstoneAssessmentCharacteristjcs

ModeFComerstoneAssessments：

1．arecurriculurnernbedded．

2．recuroverthegrades，
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QuaIjtjesofMCAs

・Flexibleandadaptable

・SupportcoIIegeandcareerreadiness
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ModeICornerstone

Assessmentsmay

addressalJofthe

ArtisticProcesses

（Creatlng，Presenting，

Respondtng，and
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NCCASreceivedgrantsfromthe

Nat10naFEndowmentfortheArtsto

COnductpil0tlngandbenchmarklng

OftheModeICornerstone

Assessments．

Workonthegrantswasdoneduring

2015（2nd，5th，8仇g椅de）and2016

（ProflCient．AccompIIShed．and

Advancedsecondary）．

Benchmarkedstudentpo州bliosfor

軌e2nd，5th，8鵬，andPro罰dent，

Accomplished，andAdvanced

SeCOndaryMCAshavebeenposted

OntheNCCASwebsite，
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LDance－MediaArts－Music－Theatre－VisualArtsJ 

http：／／nccas．Wikispaces．com 
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カリキュラム・スタンダードと

アメリカの教育システム

アメリカ合衆国政府は、
多くの目標を学校に対し
て定めています。

教育を改善するために、
何をなすべきか、改善は
どのようになされるべき
かについて、非常に多く
の論争があります。

コア芸術スタンダード全米連合（NCCAS）は、以下の団体を

含んでいます。

アメリカ演劇教育連合
芸術国民
教育的演劇学会
大学入試センター
ジョン・F・ケネディ・センター舞台芸術

全米音棄教育学会
全米美術教育学会
全米ダンス教育学会
全米メディア芸術代表

州芸術教育長鳥
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全米視覚芸術スタンダードの実施

州は、新しい全米スタンダードの検討を

行っており、自分たちの州の学校で活用
するために、そのままのものを用いるか、
あるいは、スタンダードを修正して採用す
るかどうかを決めています。

璃訟濫濫諾ンダードを採用、

㍉冨慧慧禁だ諾妄語芸芸
定する前の検討を行っています。

他の州は、次年度以降、スタンダードを検
討することを予定しています。

ウェブベースのスタンダードのセット

クリックすることができる

探索可能である

児童生徒作品のショーケース・エビ
デンス
ー児童生徒作品の例

一授業英

一礎石となるアセスメントモデル

あなた個人のスタンダードの見解を

形成するためにr個人アカウント」が
設定できる

12

2014年の10月に、新しい全米

視覚芸術スタンダードのセッ
トが出版されました。

これらのスタンダードは、芸

術のプロセスとスキルに焦点

を当てています。

これらのプロセスには、創造

する、発表する、応答する、
結び付けるが含まれています。

・i血＿■二男虎L誤認昌雷㌫ドは、義
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萄想攣労 

か蒜∵，j±　G・ウ．ギンズ、j・マクタイ 

『理解をもたらすカキュラム設計』 
牙　　・（2005年） 

こ璃線出版： ・・－一丈∴山脇・－；スーパービジョン・カリキュラム開発学会 

全米コア芸術スタンダード

芸術学習の概念的枠組み

この談話的な資料は、新

しい全米コア芸術スタン

ダードに明確に示されて
いるように、ダンス、音楽、

演劇、メディア芸術にお
いて、児童生徒の学習

や成果をかたちづくる基

礎哲学、主要目標、ダイ
ナミックなプロセス、構造、

結果の概要を示していま
す。

13

哲学的根拠とコア芸術スタンダード 

哲学的根拠と －■コア芸術スタンダード ‡ 

i ダンス　音楽　演劇　視覚芸術メディア芸術 

哲学的基盤とコア芸術スタンダードは、あらゆる 
芸術に共通する考え方を表しています。 

哲学的根拠と 

ヽ　コア芸竿ンダ」ド 

ダンス　　　青兼　　　演劇　　視覚芸術　メディア芸術 

スタンダ」ドは、以下の芸 

う　衝儀科のために書かれて 
います。 

…＞ダンス ＞青菜 、＞演劇 ＞視覚芸術 

＞　メディア芸術 

新スタンダードにおける芸術的プロセス

一，・新しい美術作品を創造する

・存在している作品を発表する

・観衆暮消費者として美術作品

やパフォーマンスに応答する

・芸術的なアイディアや作品を

個人にとっての意味や文脈的
知識、また、他の専門分野の
学習と蘇び付ける
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哲学的根拠と 

コア芸術スタンダード ！ 

ダンス　　音楽　　　演劇　　視覚芸術　メディア芸術 

→l永新鶴Ⅰ 

◆ 

－‡本質的な問い　l 

永続的理解と本質的な問いは、重要なアイデアを 

要約し、児童生徒の生涯にわたる美術理解につ 
ながっています。 

本質的な問い

本質的な問いは、永続的理解と関係して
います。

本質的な問いは、学習者が、永続的理解
や、何がそれらを真実にし、より明確にす
るのかを考え始めるときに起こります。

本質的な問いの目的は、r思考を活性化
し、探究を引き起こし、もっと多くの質問を

誘発すること」です。

例二芸術作品の創作は、豊かな人生を送
るためにどのように役立ちますか？r豊か
な人生」とは何を意味しますか？

スタンダ「ドのタイプ
スタンダード

与えられた時間の最後に児童生徒が知って
おり、出来ることが望まれる内容です。

アンカー．一・・スタンダード

アンカー・スタンダードは、児童生徒が芸術教

育を通して実際にやってみせなければならな
い、あらゆる芸術に共通の一般的な知鼓一技

能を示しています。

パフォーマンス■スタンダード

パフォーマンス・スタンダードは、幼保から中

学校2年生までの学習者の成果に関して、教
科に国有な学習の発展を学年ごとに示すも
のであり、中等学校では習熟度の3段階（準
上故、上級、最上級）があります。

14

永続的理解

永続的理解は、学校において学習さ

濫議㌫′∠ブれるかもしれない内容の讐至空重宝
芸術的価値に関して、一般的に承認・
理解されている普遍的な真理または
アイデアのような観念です。

永続的理解は、専門分野に中心的で
あり、新しい状況に転移可能です。

例：「芸術制作に生涯かかわることが、
豊かな人生を送ることに貢献しま
す。」

アンカー・スタンダード
アンカー・スタンダードは、芸

術作品の創作に役立つ行動
のモデルまたは例を泰してい

ます。

アンカーtスタンダードには、

児童生徒の作品を判断する
ことが可能な基準や記述が
示されています。

例：r芸術作品の創作に取り
かかり、内容を実験したり想

像したり特定したりすることに

よって構想している。J
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パフォーマンス・スタンダードまたはパフォーマンス・タスク

ダンス、メディア
芸術、音楽、演
劇、視覚芸術に
共通する11のア
ンカー・スタン

ダードがあります。

15

パフォーマンス・スタンダードまたは

パフォーマンス・タスクは、児童生徒

の成果に含まれなければならない

具体的な特徴や基準を記述したも
のです。

パフォーマンス・スタンダードまたは

パフォーマンス・タスクは、実世界に

おける問題をシュミレートし再現す
るようにデザインされた活動です。

例：r芸術飼作に向けて革新的な発
想を生み出すためにアイデアを組
み合わせている。」
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新しいスタンダードに伴っ

ている礎石となるアセスメ

ントモデルは、教師が自
分たち自身の礎石となる
アセスメントモデルを作

成する際に例として使うこ
とができる、もしくは、その

まま、アセスメントとして使

えるサンプルまたはモデ
ルです。

礎石となるアセスメントモ

デルは、義務ではありま
せん。

礎石となるアセスメント・モデルの特徴

礎石となるアセスメントモデルは：

1．カリキュラムに組み込まれています。

2．学年をまたがって繰り返され、次第

に、だんだん高度になります。

3．パフォーマンスのための真正な文

脈を設定します。

4．理解を評価し、本物の真正なパ
フォーマンスを通して転移させます。

礎石となるアセスメント

干デルは、スタンダード執
筆チーム、重出、他の
美術教育者のメンバーか
ら構成されるチームに
よって書かれました。

16

礎石となるアセスメントヰデル（MCA）の性質

・柔軟性があり適応性があります。

・大学とキャリア準備をサポートし

ます。
・創造的思考、協働、コミュニケー

ション、創造性のような21世紀スキ

ルに合わせています。
・すべてのメディアやスキル習得

をサポートできます。
・深い生涯学習を促進します。

・真正で形成的なアセスメントを

サポートします。

礎石となるアセス
メントモデルは、
小学校2年生、5年
生、中学校2年生

の学年集団、また、

中等レベルでは

準上級、上級、最
上級の3つのパ

フォーマンス■レベ

ルについて作られ
ています。
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礎石となるアセスメン

トモデルは、すべて
の芸術的プロセス（創
造する、発表する、応
答する、結び付ける）
に取り組ませることも

できるし、あるいは、
一つもしくは複数の芸

術的プロセスに取り組
ませることもできます。

礎石と払るアセ スメント・モデル を創造するため に使うことができ ��

叩岬 
▲rは血：岬 Tlk小叫〉 ��

る未記入のテン �$����颯�ｺ��ﾃ�ｺ��&��nw�� 

プレートは、 嶋ﾚ8��自�yjh�IX�8ﾈﾈ�佰ｸｺ估8ﾝx�佰ｹ�Xﾚ2�

NCCASのウェブ サイトからダウン ロードして入手で �,��ﾈ����������������仄�� 

ゆ　　　　　m叩 ��

きます。 仂(�ﾄ｢� 

】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓 

コア芸術スタンダード全米連合

礎石となるアセスメントモデル

教科
芸術的プロセス：
タイトル

アセスメントの短い説明一

学年一

礎石となるアセスメントモデルには以下が含まれています。
□指導に取り入れる方略　　　口詳細なアセスメント手帳　　　□知識、技能、語彙

□個人化の方略、インクルージョンの方略　　　　　　　　　　口推奨される点数化の方法

ロタスクを実行するために必要なリソース　　　　　　　　　　ロフォーカス国表の評価

口児童生徒作品の指標　　　　　　　　　　　　　　　　　臼タスクに特定されたルーフリック

指導と評価の時間設定

指導に取り入れる方略

17

礎石となるアセスメントモデルの見本 

l　l・アセスメントのタイトルと軌、説明　‡ 

Ej 
l　　Zt指導に組み入れる方略　　　箋 

E】 

l　　3・アセガントの詳細な祁　　‡ 

lj 

l　　4・主要な旨よ、知乱技能　　l 

【】 
】　　5・インクルー泡ンのための方略 

Ej 
1　　　6・個人牝の方略　　　l 

【】 
7・リソースや成♯付けの手段　　l 

NCCASは、全米芸術基金から礎石とな

るアセスメント・モデルを註験し基準に

従って評価するための補助金を受けま
した。

補助金による研究は、2015年く小学校2

年生と5年生、中学校2年生）及び、
2016年（中等学校の準上故、上級、最

上級）に行われました。

NCCASのウェブサイトには、小学校2年

生と5年生、中学校2年生、及び、中等

学校の拳上級、上級、最上級の礎石と
なるアセスメントモデルの指標となる

児童生徒のポートフォリオが掲載され

ています。
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中等の上級レベルの礎石となる
アセスメントモデルのポートフがノオの概観

礎石となるアセスメント
モデルのポートフォノオ

資料

中等レベル：

視覚芸術
上級レベル

応答すること：

関連性のある
基準を考えな
がら、生徒は、
自分の作品を
検討したり修
正したり改善
したりします。

応答することに関する資料

二二二＿＿＿＿＿＿＿＿二二二二二〟川】川N【　　一両r印・　W

■■　　t　■●　　l l　■l　　　．■■、　　　■t■▼　●、－＿　▼■●　●－　●l■■l

生徒の自己評価とコメント

18

中等学校の上級レベルの礎石となるアセスメント・モデルは児童生
徒に以下を求めています。

アセスメントの短い説明：

児童生徒は、選択し、分析し、自分の美術作品を検討し、現在の美縮件品を基
に新しい創造的な同条を立てます。

児童生徒は、自分の新しい創造的な問題に応えるため、新しい芸葡作品を創
造するために様々な材料や方法から選択します。

関連性のある基準、共有されたフィード′くックや自分の芸能的ヴィジョンを考え

ながら、児童生徒は、自分の作品を検討したり修正したり改良したりします。

児童生徒は、展示会のために以前に制作された芸術作品や新しく制作された
芸術作品を準備し、芸鋸寮ステートメントを用意し、展示会用のナラテイブを発

展させます。

児童生徒は、以前の作品と新しい作品の観察や比較と、文脈的な倍報を共有
することを基に、意味のある仲間の経験を確認します。

生徒は、自分の
新しい創造劇な

問題に応える新
しい美術作品を

創るために、
様々な伝統朋並
びに現代的な材

料や方法の中か
ら選択します。

創ることに関する資料

準備段‡哲のスケッチ。生
生徒は、選択し、分徒は、自分の新しい創造　生徒は、自分の新
析し、自分にとって的な問題に応えるために　しい創造的な問題
の美術作品を検討新しい芸術作品を創造す　に応えるために、

左遷諾誓芸謡完監認諾掌。富就誉警警を
達的な問題を立て
ます。
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生徒は、
芸術家
ステート

メントを

準備し、
展示会
に向けて
ナラテイ
ブを発展

させます．

応答することに関する資料

IormanY匹OPk．lf－印∽応，血汀ana～am血do－叩r血nlhtl与ml～卿I¶dIt（dud麒m

a～WellHow亡W，さ錮t岬t柑正C即blmaれ即印mO陀匹r洲Im膵血嶋加Q個再川場叩付加吋

G叩Ur－ng血昨日古代洲叩r抑dthモrel印叫In血川Oddwhob醐油∨出由江erIbn

themsglvtS．おIlも筆陣印肘■止血adWlk叩ebrme，buton飴】那加佃don江，l血n班l仙klhさd

mu洩p血m～叫mlu鷺山∩錦dqa鵬如岬巳．hllp血叫00lⅣl攣叩kb氾u父IJmmがせ

tomf【lnabkwi血tkm鵬hMnlO曙e■pen即く亡U如唱仇emMd男鹿此myp亡Wak吋It評Ⅳ臨

爪虞如け瞼thll喝払伊都dmか坤か汚円一価喝山rmrthumbleahdhoIT忙～wNda血書叩ぬ7忙叫l

父】edd■r触～痢kr蝕が卿rb鵬rlw仙恥l叩抽唱鵬触叩Ido父．lV抑短d

T叫刑で帽Ilp杷RbhⅣ亡桝■▲柳l無性座el■叩bk如u兜lhdllktb椚拍朝日■mr喝hlnowand

how】klttlt叫tkl止血InⅦ亘れ血n椚W～日的rl溝00∩触nt′Wh鵬的kdbd貯flnm－

p鵬Ho岬er′tdkl吋tkl廿はt叫Ir瞼hIntI祀rl叩ted江mtom▼aRW011・Tkpendlinn

hddnn rr町ee enbth椚Iw8珊∪モbpu■写り亡inthem画卯が画†8肘Ⅶ喝hMYⅥ90nnghl

n州・～nOtdeさらkmet†le■期日in〆即仙ndthe紐If一卵価感IThta代Wt，㈹止亡dmaybt

‘一忙珊pk吋血正h叩eMlym血ehtu把．l一・”be通Ieb岬raYth亡‘mmPl船一さRw併し

美術展で掲示された生徒の芸術家ステートメント

19
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AssessingLeamlnginArtwiththeAmericanNationalVisualArtsStandardsandModel

ComerStOneAssessments

Dr．F．RobertSaboI

PurdueUniverslty，theUnitedStatesofAmerica

lSLIDEl：TitleSlide：AssessingLeaminginArtwiththeAmericanNationalVisualArts

StandardsandModelComerstoneAssessments］

Hello．H Konichewha．Thankyouforinvitingmetobeherewithyoutoday．Itisgoodtoreturn

toJapanandtoHiroshima．IamhonoredtospeakwithyouaboutthenewAmericannational

VisualartsstandardsandModelComerstoneAssessmentsinvisualarts．Ideq）lythank：Naoki

Mizushima，PresidentoftheAssociationofArtEducation；YasuoOno，Presidentofthe

UniversityArtEducationSocietyofJapan；ToruSugamura，ChairoftheConfbrenceofthe

UniversityArtSocietyofJapaninHiroshima；HisaeAoyama，HonoreeoftheExcellentTeacher

AwardoftheMinistryofEducation，Culture，Sports，Science，andTechnology，andteacherat

SanmbaElementarySchoolinHiroshimafortheircontributionsinmakingthispresentation

POSSible・IoffbrspecialthankstomydearandrespectedfriendDr．NoriNakase．Imethimmany

yearsagoinIndianaandhebroughtmetoJapannearly30yearsagotoseearteducationinyour

SChooIs・HehasvisitedmeinIndianaandwehaveeruoyedleamingfromeachotherandworking

togethertoimprovearteducationinbothofourcountries．Itisgoodtoseehimagain．Ialsowant

tothankDr．KazuyoNakamura，ProfbssorofArtEducationatHiroshimaUniversity．Ihave

kn0wnPrOfbssorNakamuraforthepasttenyearsandnrstmetherwhenshewasadoctoral

StudentatIndianaUniverslty．Sheinvitedmetospeakhereaboutmyworkonthenationalart

StandardsfortheUnitedStatesthreeyearsagowhenIwasbeginningthatwork．Shewas

responsibleforsendingthisinvitationtoretumtoHiroshimaandIamverygratefultoherfor

WOrkingtomakethisvisitpossible．Finally，IwanttOthankyouforbeingheretodaytohear

WhatIwillbesharinginthislecture．Butmorethanthat，IwanttOthankyoufortheworkyou

aredoingtoeducatethosewhoareleam1ngaboutartanditsimportanceinourculturesanddaily

lives．

lSLIDE2：PrevioustripstoHiroshimaandJqpan］

Thisismy航氏htriptoJapanandeachtimeIcome，Iamsohappytomeetnew丘iendsandtosee

moreofyourbeautifu1country．EachtimeI’veretumed，Iammoreimpressedwithyourculture，

yourhistory，andmost、importantly，yOu，thepeopleofJqpan．Ihavebeenwarmlywelcomed

eachtimeandIfbelthatourtwocountrieshaveagreatdealtoleamfromeachother．Weare

difRrentinmanyways．YourcultureismucholderthanAmerica．Yourartandarchitectureis

unlqueintheworld．Yourlanguageisspecialandsuccessfullycommunicatesyourphilosophy

andnationalbelie臨particularlywell．However，inmanyways，Ifbelwearethesame．Americans

andtheJapaneSePeOPlehighlyvalueandrespectleamingandeducation．Asteachersofart，We
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Shareacommonlanguageandloveofart．Weunderstandtheimportanceofartinourdailylives

andweknowhowitrenectsourculture，history，andourmostimportantvaluesandbeliefも．

lSLIDE3：AmericansValueEducation］

IntheUnitedStates，AmericansareVerylnVOIvedwithschooIsintheircommunities．AmericanS

Valueeducationandspendbillionsoftaxdollarseachyearonprovidingeducationforour

Children．AmericanSalsounderstandthatacompleteeducationmustincludeleamlnginthearts．

Theartsteachusaboutwhoweareandabouthowourlivesareinnuencedbytheartsin

meaningfulwayseachdayandthroughoutourentirelife．

lSLIDE4：CurriculumStandardsandtheAmericanEducationSystem］

TheAmericanstateandnationalgovemmentShavesetmanygoalsforourschooIs．

Unfortunately，AmericansoRendonotagreeonthebestsolutionstoproblemsinourschooIsor

WhatshouldbedonetoimproveeducationinourschooIs．Americansdoagreethateducational

Standardsandassessmentsarevitallyimportantforinsurlngthatqualityeducationwillbe

COnSistentlyprovidedinallofourschooIs．TheAmericanpeopleholdourschoolaccountablefor

PrOVidingagoodeducationforourchildren．AllstatesintheUnitedStateshavestandardsor

OtherguidelinesforestablishingcurriculuminallsubiectareastaughtinourschooIs．

lSLIDE5：TheCurrentNationalVisualArtsStandards］

Theprevioussetofnationalstandardsorlglnallypublishedin1994．1ncludedwhatweusedto

CallDisciplineBasedArtEducationorDBAEfortheircontentcategories．Thosecontent

CategOriesincludedleamlnginAesthetics，ArtHistory，ArtCriticism，andProduction．That

modeldoesnotrenectcurrenttrendsandtheeducationalneedsofstudentsincontemporary

Americansocietyandtheworld．

lSLIDE6：NCCASMembers］

In2010，grOuPSOfleadersfromtheartseducationprofbssionalorganizationsgottogetherand

formedtheNationalCoalitionforCoreArtsStandardsorNCCAS．ThisgrouplnCluded

educationalleaders圧omdance，muSic，theatre，andthevisualarts．Iwasoneofthepeoplewho

representedtheNationalArtEducationAssociationandallvisualartseducators駐omacrossthe

UnitedStatesinthatgroup．IwasthePresidentoftheNationalArtEducationAssociationduring

thattime．IcompletedmytermasthePresidentlastmarCh，butIstillserveaStheNAEA

representativeinNCCAS．

lSLIDE7：NationalVi占ualArtsStandardsWritingTeam］

TeamsofarteducatorswerefomedinDecemberof2011forthepurposeofwritingthenewarts

Standards．SeparateteamswerecreatedfordanCe，muSic，theater，mediaarts，andvisualarts・

Writersincludedartteachers，PrOfbssors，andschooladministrators．ARerdra氏softhestandards

WereWritten，thedra免swerereleasedtothepublicin2013fortheirinput．Over15，000people

reviewedthestandards．SuggestionsfromthesereviewswereusedbythewrltlngteamStO

improvethe丘nalversionsofthestandards．
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lSLIDE8：October2014ReleaseDate］

InOctoberof2014，thenewnationalstandardswerepublished．Thesestandardsfocusedonthe

ArtisticProcessesofCreating，Presenting，Responding，andConnectlng．AsIsaidearlier，these

StandardswerewrittenbythenationalprofbssionalartseducationassociationsfbrdanCe，muSic，

theatre，andthevisualartsandnotbyournationalgovemment．Becausethenationalandstate

govemmentsdidnotwritethesestandards，eaChstatecandecideiftheywanttousethemintheir

State・Thismeansthatthesestandardsarenotrequiredorthattheymustbeusedbystatesifthey

choosenottousethem．

lSLIDE9：ImplementingtheNationalVisualArtsStandards］

EachstatehasaprocessthattheyusetodecideiftheywanttOuSethenewstandardsorifthey

WanttOreVisethem・Theyalsocoulddecidenottousethematall．IntheUnitedStatestoday，

Sixteenstatesofthe丘Rystateshavealreadydecidedtoadoptthestandardsormakesmall

revisionstothem・Nineteenmorestatesarereviewlngthestandardstodecideiftheywilluse

themorrevisetheminthosestates．AlltheremalnlngStateSWillbereviewlngthestandardslater

tomakethesamedecisions．

lSLIDE10：NCCASWebAddress］

Nowthatthestandardsarepublished，anyOneinthepubliccanreadthemandbeginuslngthem

bygolngtOtheNationalConsortiumforCoreArtsStandardswebsite．Thereareanumberof

resourcesonthewebsiteandI’11talkbrieflyaboutthosenext．

lSLIDEll：Web－basedSetofStandards］

Whenpeoplegotothewebsite，theywillseethatthewebsiteisdesignedtoallowpeopletoclick

OnanyOfthepagesonthewebsiteandtosearChthewebsiteforgradelevelstandardsinanyOf

theartsdisciplines・Peoplecansearchthewebsitebydisciplines，gradelevels，Orartistic

PrOCeSSeSincludedinthestandards．Therealsoisapartofthewebpagecalled“Customizeyour

OWnPage”wherepeoplecanstoretheirworkorinfomationtheyhavecollectedfromthesite．

Thisserviceisfreeforeveryone・Iinviteyoutogotothesitetostudythestandardsandhow

theyareorganized．OfcourseyouhavetobeabletoreadEnglishtodothis．Thewebsitealsohas

examPlesofstudentartwork・Later，lessonplansuslngthestandardswillbeposted．Examplesof

theModelComerStOneAssessmentsalsomaybefoundonthesite．ExamPlesofstudents’Model

ComerStdneAssessmentworkcanalsobefoundandI，lltalkmoreaboutthatworklater．

lSLIDE12：AnOverviewoftheStandards－titleslide］

Next，Iwillspeakaboutthewaythenewstandardsareorganizedandaboutthepartsofthenew

modelweusedtowritethem．

lSLIDE13：WigginsandMcTighe］

Whenwedecidedtowritenewstandards，WeStudiedmanymOdelsandexamplesfromaround

theworldanddecidedthatwewouldusethemodelcreatedbyGrantWigginsandJayMcTighe

intheirbooktitledUnderstandingbyDesign．Thisbookwasbeingusedbyseveralschoo1
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districtsintheUnitedStatesasawaytoincludebestteachingpracticesandstruCturedleam1ngln

manysubjectsinAmericanschooIs・WigginsandMcTigheconsultedwithusandhelpedguide

OurStandardswrltlngPrOCeSS．

lSLIDE14：PhilosophicalFoundationsandCoreArtsStandards］

Whenwestartedwritingthenewstandardswedecidedthatweneededtowriteanintroductionto

thestandardsthate叩Iainedhowthestandardsareorganized，andwhatideasinfluencedour

thinkingaswewrotethestandards・Thisdocumentincludesanexplanationofhowthestandards

aredesignedandhowtheyaretobeused．

lSuDE15：AConceptualFrameworkforArtsLearning］

ThisdocumentiscalledtheConcq，tual舟ameWOrkf）rArtsLearniT7gTheFrameworkcontains

adiscussionoftheprlmaryPhilosophyusedinwrltlngthestandards，1ifblonggoalsforarts

education，aneXPlanationoftheprocesses，StruCtureS，andoutcomesthatshapeleamlnginthe

arts・Thenewstandardsmodelincludespartsthataddresscurriculumcontentdesignedtohelp

StudentsleamWhattheyshould　型型　andalsowhattheyshouldbeabletodointhevisualarts，

butmuchgreateremphasisISPlacedon由theyshouldleamWhattheyleam．Studentsneedto

leamwhyartissovaluableintheirdailylivesandalsoabouthowartplaysimportantrOlesinthe

WOrld，seconomy，history，andallcultures・Theyneedtounderst肌dthatmuchofwhattheyleam

invisualartseducationwillhelpthemintheirfutureemployment・Theyneedtounderstandthat

aneducationintheartshelpsstudentstodeveloptheircreativity，PrOblemsoIvingability，

PerSistence，aCCePtanCeOfambiguity，QPenneSStOneWideas，andunderstandingthatthereare

multiplesolutionstomostproblems．The魚・amewo止documentcanbedownloaded丘omthe

Websiteaswell．

lSLIDE16：StandardsforDance，Music，MediaArts，Theatre，VisualArts］

EarlyinotIrPlannlng，WedecidedtowritestandardsfordanCe，muSic，theatreandvisualarts．

Duringthattime，Wealsodecidedthatweneededtowritestandardsforanewdisciplinewecall

MediaArts・MediaArtsisabouthowstudentsleamabouttechnologyanditsusesinthearts・In

theUnitedStates，SOmeSChooIsareonlyteachingstudentshowtousecomputersoftware

PrOgramSandwhatthatsoftWareCandoorhowtousevariouscomputerequlPment・Inmanyof

theseprograms，StudentswerenottaughthowtousetechnologyinartisticallypleaslngWayS・We

WereCOnCemedaboutthis・Tocorrectthislackofleam1ng，Wedecidedtowritestandardsfor

MediaArtstohelpstudentsleamhowtousetechnologylnartSPrOgramSandincreatlng

artisticallypleaslngWOrk．

lSLIDE17：ArtisticProcesses］

WeaskedourselveswhatcognltlVeandphysicalactionspeopleneedtoleamandalsousewhen

theyleamaboutart・WedecidedthattheseshouldbecalledArtisticProcesses・Theprocesseswe

identiBedincludedCreatlng，Presenting，Responding，andConnecting・

lSLIDE18：ArtisticProcessesintheNewStandards］
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TheCreatingprocessismakingworksofart・Studentsshouldleamabouthowartismadeand

leamaboutthematerialSandprocessesneededtosafe1yusethem・Thenextprocesswecalled

Presenting・Wefbltitisimportantforstudentstosharetheirworkpublicallyandthattheyshould

talkabouttheirworkordisplaytheirworkwithexplanationsofitforotherpeopletoviewand

Study・WealsofbltthatdesignlnganeXhibitionorpublicdisplayoftheirworkinvoIved

importantleamlngabouttheartisticchoicesmadeindisplayingworksofart・DesignlngeXhibits

invoIveshighlevelsofartisticthinkinganddecision－making・ThethirdArtisticProcessis

Responding・ThisprocessinvoIveshavingstudentslookatworksofartandtalkaboutthem．

Studentsneedtoleamhowto㍑readMandinterprettheuniversallanguagethatartistsuseintheir

artworktoexpressideasandtoconveymeanlng・Studentsneedtothinkaboutthereasonlng

behindtheirresponsestoworksofart，buttheyalsoneedtobeexposedtotheresponsesofothers

inordertoexpandorrevisetheirownreSPOnSeStOWOrksofart．The鮎alArtisticProcessis

CalledConnecting・ThisArtisticProcesswasnotinanypreviousstandards・WheneveranyOne

looksataworkofart，itisapersonalconversationbetweentheviewer，theartist，andthe

artwork・Wefbltitisimportantforstudentstoconnectartworktheyseeandmakewiththeir

PerSOnallivesandexperiences・Thismakesleam1ngintheartsmorepersonalandmeaningful・

Theseconnectionsaremorelikelytoremainfortherestoftheirlivesandinnuencetheirthinking

andfutureleamlngaboutart．

lSLIDE19：EnduringUnderstandingsandEssentialQuestions］

AsignifiCantPartOfthenewstandardsincludessummariesofimportantideasthatcanguide

Studentsleamlngaboutartthroughouttherestoftheirlives・WecallthesepleCeSEnduring

UnderstandingsandEssentialQuestions．

lSLIDE20‥EnduringUnderstandings］

EnduringUnderstimdingsarealsocalledBigIdeas・Theyarelikeuniversaltruthsorideasthat

arecommonlyacceptedaboutthevalueofartbeyondwhatmaybeleamedinschool．An

exampleofthisisthatLifblongengagementincreatingworksofartcontributestoanenriched

lifb．

lSLIDE21：EssentialQuestions］

EssentialQuestionsarerelatedtotheEnduringUnderstandings・EssentialQuestionsareintended

tohelpstudentsthinkmoredeeplyabouttheEnduringUnderstandingsandtohelpthemthink

moredeeplyaboutwhattheyareleam1ng・Anexamplemightask，“Inwhatwaysdoescreatlng

artisticworkscontributetoanenrichedlifb．乃

lSLIDE22：StandardsbyGradeLevel】

Whenwestartedwritingthestandards，Wedecidedthatthereshouldbespecincstandards

Studentsshouldmeetforeachgradelevel，Thisideaworksforthegradesfromkindergarten

throughtheeighthgrade・Atthesecondarylevelorhighschoollevelaswecallit，thegradelevel

Standardsmodeldoesn，tworkbecauseintheUnitedStatesstudentsinthesecondarylevelmay

beinartclasseswithstudentswhoareintheninth，tenth，eleventh，OreVenthetwelRhgradeand

beinthesameclass・WedecidedtohavethreeperformanCelevelsforthesecondarylevel．The

25



第一部：特別講演資料2

lowestoftheseisPro銭cient．StudentsintheirBrstsecondaryartclasswouldbeinthislevel．

Studentstakingtheirsecondartclassatthesecondarylevelwouldbeleamlngatthe

Accomplishedlevelofstandards・Studentstakingtheirthirdorfourthsecondaryartclasswould

beleamlngattheAdvancedlevelofthestandards．

lSLIDE23：TypesofStandards］

Whenwestartedwritingthestandards，Wefoundthatwehadtodefinewhatwemeantbythe

termcalledHStandard．MWede貢nedastandardaswhatwewantstudentstoknowandbeableto

doattheendofaglVentime．Wealsoincludedtwokindsofstandards．WecalledoneAnchor

StandardsandtheotherPerformanceStandards．

lSLIDE24：AnchorStandardsdennition］

AnchorStandardsaremodelsorexamPlesofbehaviorsthatcontributetothecreationofartistic

PrOducts・Anchorstandardsareideasthatthoseinalloftheartsagreeuponandholdincommon

inallofthearts・Forexample，“Artistsmakeartbyexperimenting，imagining，andidentifying

contentfortheirart．M

lSLIDE25：11commonAnchorStandards］

WhenwediscussedwhatanChorstandardsmightbecommonforalloftheartforms，WeCameuP

Withalistofllsuchstandardsfordance，muSic，theatre，mediaartsandvisualarts．

lSLIDE26：PerformanceStandardsorPerformanceTasks］

WealsoincludedlistsofPerformanCeStandards．Thesestandardsidentifyspecinctraitsor

Criteriathatstudentartmustinclude・Performancestandardsareintendedtoreproducethekinds

Ofworkandactionsofartistsintherealworldofart．

lSLIDE27：Glossary］

Becausewewereintroducinganumberofnewtermsorideas，Weftltweneededtodennethose

WOrds，SOWeWrOteaglossarytohelpeducatorsmorecorrectlyunderstandthemean1ngOfthe

languagewewereuslng．

lSLIDE28：TheNewNationalCoreArtsStandardsMode1－reView］

Inreviewlngthemodelweusedforwrltlngthenewvisualartsstandardsweincludedthe

fo1lowingparts：ArtisticProcessesofCreating，Presenting，Responding，andConnectlng；Anchor

Standards，EnduringUpderstandings，EssentialQuestions，PerformanCeStandards，andModel

ComerStOneAssessments．

lSLIDE29：ModelComerstoneAssessments－titlepage］

Next，Iwilltalkabouttheassessmentswewrotetomeasurewhatstudentsleamedandwhatthey

COulddofromartlessonsthatweretaughtusingthenewvisualartsstandards．Theseassessments

arecalledModelComerStOneAssessments．

lSLIDE30：MCAsa氏erWiggins＆McTigheCornerStOneTasks］
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Justlikewedidwhenwewrotethestandards，WeuSedtheComerStOneTaskswrittenby

WigginsandMcTighewhenwewrotetheModelComerStOneAssessments．Wemadeseveral

ChangesintheModelComerStOneAssessmentstomakethemreflectleamlnginthevisualarts・

lSLIDE31：CanuseMCAsaspublishedormakeyourown］

WepublishedtheModelComerStOneAssessmentsasexamPlesofhowstudentsmightbe

assessed・Wetoldteacherstheycouldusetheassessmentsaspublishedortheycouldchange

PartSOfthemtomeettheirneedsortheycoulddesigntheirownaSSeSSmentSuSingthemodelwe

PrOVided．

lSLIDE32：QualitiesofMCAs］

IndesigningtheModelCornerstoneAssessments，Weftltthattheyhadtobenexibleand

adaptable・Theyalsoshouldsupporthelpingstudentsbecomereadytoentercollegeorcareers・

WefelttheModelComerStOneAssessmentshadtoincludecriticalthinking，COllaboration，

COmmunication，andcreativityinalloftheassessments．Wefbltthattheassessmentshadto

Permitstudentstouseallkindsofmediaandskillstheyhadinuslngthem・ItwasverylmPOrtant

thattheassessmentspromotedlifb－longleam1nginthevisualarts・Finallywedecidedthatthe

assessmentshadtobeauthenticandrepresentthekindsofknowledgeandskillsartistshadand

used・WealsodecidedthatassessmentofleamlngCOuldbedonewhilestudentswereleamlng・

Wecallthisformativeassessment・WealsowantedtheassessmentstomeasureleamlngaRer

theyhadcompletedtheirleamlng・Weca11thissummativeassessment．

lSLIDE33：ModelCornerstoneAssessmentCharacteristics－PartOne］

ThereareCertaincharacteristicsModelComerStOneAssessmentshadtohave．The丘rstofthese

isthattheyhadtobepartofthecurriculumandwouldbetaughtlikeregularlessonplansinstead

Ofone－timetests・Wefbltthattheassessmentshadtoh叩Peninmanygradelevelsandbecome

morecomplicatedandsophisticatedateachgradelevel・Theassessmentshadtoconsistof

authenticperformancethatweremuchlikewhatartistsactuallydointheirdailypractices・

lSLIDE34：ModelCornerStOneAssessmentCharacteristicsl）arttWO］

Theassessmentshadtouse2lStcenturyskillsofcreatlVlty，COmmunication，COllaboration，and

Criticalthinking・Theassessmentshadtouserubricstoevaluatestudents，performanCeS

OqeCtively・WestronglyfbltthatstudentshadtoengageinlearningthatmeantSOmethingto

thempersonallyandthattheassessmentsbroughtoutthebestteachingofa11teachers・Finally，

Wefbltthattheassessmentsshouldproducethingsthatcanbeincludedinastudent，sportfolio

thatdemonstratedwhattheyknoworthattheycandoratherthanalistlngOfgradestheyhad

eamedinartcourSeS．

lSLIDE35：MCAswrittenbystandardswritersandteachers］

Justaswehaddoneinwritingthestandardswefbltitwasimportanttohaveartteachersonthe

Writingteamsandalsosomepeoplewhohadwrittenthestandardssothattheycouldinsurethat
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theassessmentsandstandardswerecompatibleormatchedwhatwassupposedtobetaughtwith

Whatwasbeingassessed．

lSLIDE36：MCASexistfor2，45，8＆Pro坑cient，Accomplished，Advanced】

Wedecidedthattheassessmentsshouldbedoneatcertainlevels，ratherthanateachgradelevel・

WewroteModelComerStOneAssessmentsfortheelementaryandmiddleschoollevelsfor

SeCOndgrade，扇風hgrade，andeighthgrade．Atthesecondarylevelwewroteassessmentsforthe

Proficient，Accomplished，andAdvancedlevels，justaswehadwrittenstandardsforthose

levels．

lSLIDE37：MCAsandArtisticProcesses］

ItisimportantfortheassessmentstofocusontheArtisticProcessesthestandardsincludeand

OuraSSeSSmentWereWrittenforallfourartisticprocessesofCreatlng，Presenting，Responding，

andConnecting．However，artteaChersmaychosetoonlyassessoneoraselectionoftwoor

threeoftheotherArtisticprocessesiftheywanttodotheirassessmentsthisway．

lSLIDE38：LookingattheStructureoftheModelComerstoneAssessments］

ThestruCtureOrdesignoftheModelComerStOneAssessmentsincludeanumberofpartsor

PleCeS・NextI’11talkaboutsomeofthoseparts．

lSLIDE39：ModelComerStOneAssessmentModel］

TheoverallorganizationoftheModelComerstoneAssessmentconsistsofsevenparts・They

include：aShorttitle，Strategiesforembeddingtheassessmentininstruction，detailedprocedures

forconductingtheassessments，keyvocabulary，knowledge，andskillsfortheassessment，

Strategiesforinclusiontohelppeoplewithdisabilitiesdotheassessments，di飴rentiation

StrategiestoenablestudentswholeaminvariOuswaystodemonstratewhattheyhaveleamed，

andaselectionofvariousscoringdevisessuchasrubricsorchecklists．

lSLIDE40：BlanktemplatemaybedownloadedforNCCASwebsite］

TohelpartteachersunderstandandusetheModelComerStOneAssessments，Wedesigneda

blanktemplatewithallofthepartsIjustnamedtohelpartteachersdesigntheirown

assessments．ThistemplatemaybedownloadedfromtheNCCASwebsiteforteacherstouse．

Remember，artteaChersdonothavetousetheassessmentexamPleswepublished．Theycould

usethemodeltocreatetheirownandmanyofourartteachersenjoyhavingthis丘eedomto

designtheirownaSSeSPmentSus1ngthismodel・

lSLIDE41：NEAGranttoBenchmarkMCAs］

Inordertoleamiftheassessmentswouldworkwithstudents，WereCeivedagrantfiomthe

govemmenttOPilotortestouttheassessments．In2015wetestedtheassessmentsforsecond，

nfth，andeighthgrades．In2016WetestedthesecondaryassessmentsforPro頁cient，

Accomplished，andAdvanced．Studentworkoneachoftheassessmentswasevaluatedand
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examplesofstudentworkthatmetthestandardsorexceededthestandardswaspostedonthe

lSLIDE42：LookingataSecondaryAccomplishedModelComerStOneAssessmentPortfolio】

Next，Iwouldliketoshowyousomestudentworkthatwascreatedbyasecondarystudentusing

theAccomplishedModelComerStOneAssessment・RememberthattheAccomplishedModel

ComerStOneAssessmentisglVentOStudentswhoaretakingtheirsecondorthirdcourseatthe

SeCOndarylevel．

lSLIDE43：TheSecondaryAccomplishedMCAasksstudentsto：］

Inthisassessment，Studentsareaskedtodonvethings・First，theyareaskedtochooseaprevious

WOrkofarttheydidandfromitcreateanewartisticproblemforthemselvestoexplore・Second，

theyareaSkedtolookatartworkcreatedbycurrentorcontemporaryartistsforideas，materialS，

Orartisticmethodstheymightuseintheirnewwork・Third，theyareaskedtogetinputor

fbedbackform0therstudentsabouttheirworkandthentheyhavetousethisfbedbacktorevise

Orimprovethework・Fourth，theymustprqparetheirnewworkforexhibition，Writeanartist

Statementexplainingtheirnewartwork，COllaboratetoplananexhibitionoftheclasses，work，

andwriteaneXPlanationofthethemesortopicstheexhibitfocuseson・Finally，theymust

COmParetheiroldworkwiththenewworkandidentifywhattheyhaveleamedandtellwhyitis

important．

lSLIDE44：Studentwork＆omaBenchmarkedPortfolio】

Now，Iwillshowyouexamplesofastudent，sworkthatincludesexamPlesofworkforallnve

PartSOftheAccomplishedModelComerstoneAssessment．

lSLIDE46：DataforCreating］

Thisslideshowsfoursq）arateexamplesofworkdonefortheprocessofCreating・OntheleRis

anexamPleoftheresearchthestudentdidtoleamaboutwhatcontemporaryartistsweredoing

andtoleamaboutthematerialsormediatheseartistsareuslng・Thesecondcolumnincludesthe

examPleofthestudent，SoldworkandwhatshewouldberevISlngtOmakeanewexampleof

WOrk・Thethirdcolumnincludessomesketchesofworkthestudentdidtoleamthetechniques

Shewouldbeuslnglatertobetterunderstandtheprocessesusedbycontemporaryartists．The

fourthcolumnistheexampleofthehalworkthestudentdidfortheCreatlngPartOfthe

lSLIDE47：DataforResponding－PartOne］

ThisisaneXamPleofastudentself－eValuationchecklist・TheslideincludesaneXamPleofhow

Studentsrespondedtotheirworkandtheworkofothersontheassessment・Hereyouseeachart

Withrelevantcriteriastudentsusedtoguidetheirthinkingabouttheirworkandtoreviseorrehe

theirwork．

lSLIDE48‥DataforResponding－ParttWO］
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ThisisanexamPleofanotherkindofresponsetotheirartwork．ItiscalledanArtistStatement．

Thestudentswroteartiststatementsexplainingtheirartwork．Theartistsstatementdescribes

theirideas，insplration，SOlutionstoproblems，andanyOtherinformationthestudentwants

ViewerstoknowabouttheirworkanditsmeanlngtOthestudent・

lSLIDE49：DataforResponding－Partthree］

Thestudentsrevisetheirartiststatementsandthendisplaythemaspartoftheexhibitionthey

designedtoshowtheirwork．Theartiststatementpermitsthestudentstellthevieweraboutthe

WOrk・WhentheArtiststatementisdisplayedaspartoftheexhibit，Viewerscanleamabout

PrOblemstheartisthad，themeaningofthework，andpurposeforwhichtheartistmadethe

artwork．

lSLIDE50：DataforConnecting－PartOne］

Studentsarerequiredtodevelopconnectionsbetweentheirartworkandthingsthathavepersonal

meanlngOrSignincanCetOthem・WecallthisConnectlng・ThestudentalsogatherslnPutfrom

Otherstudentsabouttheirartwork・OntheleRofthisslidethestudenttookapictureofherwork

a鮎rthenrsthourshewofkedonit・Shewroteabouttheideasshewasexploringandaboutafbw

PrOblems，Shewashaving．ThepictureontheleRwastakenafterthesecondandthirdhoursthe

Studentworkedontheassessment・ShewroteaboutnewproblemsshewastryingtosoIveand

abouthowsuccessfu1shefelthersolutionstotheproblemswere．

lSLIDE51：DataforConnecting－ParttWO］

Thisnextslideincludesthreemorepicturesoftheworkasitgoesforwardtowardbeing

COmPleted．Asbefore，thestudentevaluatesherworkandwritesaboutdecisionsshehasbeen

makingastheworkisnearlngCOmPletion・Thepicturesinthecenteroftheslideincludenotes

fromotherstudentsinherclassonwhichtheyo脆rtwokindsofcomments．The丘rstkind

includescomplementstothestudentaboutherwork．Thesearecalled“Glow”comments．The

SeCOndkindofcommentsotherstudentsmakeofEtrsuggestionsforimprovlngtheworkandfor

newideasforadditionalwork．Thesekindsofstatementarecalled，uGrowMcomments，because

theyareintendedtohelpthestudentimproveherwork・Thelastpictureontherightisthe

COmPletedwork．

lSLIDE52：DataforPresenting］

The丘nalpartoftheModelCornerStOneAssessmentisaboutPresentlngthestudents，work・This

SlideshowsthestudentshanglnganarteXhibitoftheworktheycompletedfortheModel

ComerstoneAssessment・Thisexhibitwasintheirschool・Otherteachershavehungtheexhibits

inpubliclibraries，PrOfbssionalartgalleriesandeveninartmuseumsintheircommunities．For

thispartoftheassessment，thestudentsworktogetherasaclasstocreateacommonthemesor

titlefortheexhibitandworktogethertohangtheexhibit・ThepreviousslidesareJuStaSmall

SamPlingofthekindsofworkstudentsdowhenuslngtheModelComerStOneaSSeSSmentmOdel・

Teachersandstudentsmakemanydecisionstogetheraboutwhattheassessmentwillincludeand

howthestudentswi11demonstratewhattheyhaveleamedandwhatskillstheyhavedeveloped．
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lSLIDE53：SomeFinalThoughtsaboutAssessmentinVisualArtsEducation］

TheAmericannationalvisualartsstandardsandModelComerStOneAssessmentsarealready

Changinghowstudentsleamaboutart，Whattheyleam，andhowtheydemonstratetheirleamlng・

ThenewstandardsandassessmentsrequlremOreSOPhisticatedthinkingandbetterteachingfiom

artteacherswhousethem・IntheUnitedStates，aSSeSSmentOfleaminghasincreasedpressureon

teachersandstudentstodemonstratewhattheyareleamlngandteaching・InsomeschooIsthat

donotperformWellonassessments，teaChersandadministratorshavebeencriticizedandsome

haveleRteaching・AlthoughstandardsandassessmentsarethenewrealityinAmericanschooIs，

arteducatorsmustnotlosesiteoftherealvalueofarteducationinourschooIsandinthedaily

livesofourstudents・Aneducationinthevisualartsprovidesthinkingskills，PrOblem－SOIving

Skills，anddemandstheuseofcreativityandrisk－taking・Everyonewantsourchildrentohavethe

bestpossibleeducationwecanprovide・Studentsneedastrongeducationinordertoaccomplish

Whattheywanttodointheworldasadults・Thosewhocallformoretestingandmore

demandingstandardsarerighttotrytoimproveourschooIsandtheeducationourstudents

receive，buttheymustneverlosesiteofthespecialthingsthatmakeartsomethingthatallhuman

beingshavedonesincetheearliestoftimes・Allpeopleandculturesfromaroundtheworldhave

madeartandusedittorecordwhotheyareandwhattheybelieve・Wemustneverlosesiteofthe

JOyandpleasureartbringstoourdailylives・Wemustneverforgetthatartcapturesthemeanlng

WeaSSOCiatewithlifbandwhatitmeanStObehuman．Wemustneverallowstandardsand

assessmentstobecometheonlypurposeforwhichourschooIsexistandforwhyartistaught・

WemustalwaysrememberthatthetruerOleofartistohelpremindusofwhatisofimportance

tousandwhoweareasindividualsandashumanbeings・Artprovidesthecommongroundand

acommonlanguagethroughwhichallpeoplefromaroundtheworldandfiomalltimescan

COmmunicateandappreciateeachother・Thankyouforinvitingmetospeakheretoday・Iam

humbledandhonoredtohavebeenwithyouandIhopethatyouwi11takethethingsI，veshared

Withyoutodayandde甲1yconsidertheirvalueandconsiderpurposesforwhichyoucanuse

themhereinJapan・Thankyouverymuch・DomoArigato・

lSLIDE54：ThankYou］

lSLIDE55：NCCASWebsiteinformation］
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全米視覚芸術スタンダードの美術学習評価と礎石となるアセスメント・モデル

米国パデュー大学　ロバート・セイボル博士

（翻訳：広島大学　中村和世）

［スライド1：全米視覚芸術スタンダードの美術学習評価と礎石となるアセスメント・モデル］

こんにちは。本日は、ここにお招きいただきまして感謝申し上げます。日本と広島に戻ることがで

き、嬉しく思います。新しい全米視覚芸術スタンダード、並びに、視覚芸術における礎石となるア

セスメント・モデルについて、みなさんと話し合わせていただけることをたいへん光栄に思いま

す。美術科教育学会の代表理事である水島尚喜先生、大学美術教育学会の理事長である小野康男先

生、同学会広島大会の実行委員長である菅村亨先生、文部科学大臣優秀職員受賞者であり広島県山

波小学校教員である青山寿重先生に、本発表が可能となるようにご尽力いただいたことに深く感謝

申し上げます。私の敬愛する友人である仲瀬律久先生に特に感謝申し上げたいと思います。私はイ

ンディアナ州で、何年も前に彼と出会い、彼は約30年前に学校の美術の先生方と会うために、日本

に連れてきてくれました。彼は、インディアナ州にいる私を訪問してくれ、私達は、お互いから学

び、日米両国の美術教育をより良くするために一緒に働くことを楽しみました。彼と再会できて嬉

しく思います。また、広島大学の美術教育学・教授である中村和世先生にもお礼を申し上げます。

私は、過去10年、中村先生を知っており、最初に出会ったのは、インディアナ大学で彼女がドクタ

ー生だったときです。彼女は、3年前に始めた全米視覚芸術スタンダードの私の仕事について、こ

こで講演するように私を招待してくれました。彼女は広島に戻るこの招待について責任があり、私

はこの訪問が可能となるために彼女が尽力してくれたことにたいへん感謝しております。最後に、

この講演で私が共有することを聞きに、今日、ここに来てくださった皆さんに感謝申し上げます。

何よりもまして、私達の文化と日常生活における美術と美術の重要性について学んでいる人を教育

するために、皆さんが行っている仕事に対して感謝申し上げます。

［スライド　2：以前の広島と日本への訪問］

日本へはこれで5回目の訪問になります。来るたびに、新しい友達と出会い、皆さんの美しい国を

もっと見て、たいへん幸福に思います。戻って来るたびに、皆さんの文化、歴史、日本人である皆

さんにさらに感銘を受けています。私は、いつも暖かく迎えられ、私達の両国は、お互いに多くの

ことを学べると感じます。私達は、多くの点で異なっています。皆さんの文化は、アメリカよりも

ずっと古いです。皆さんの美術と建築は、世界の中でユニークです。皆さんの言語は特別であり、
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皆さんの思想、国の信条を具体的によく伝達しています。しかし、私は、多くの点において、私達

は同じであると感じています。アメリカと日本の人達は、学習と教育に大きな価値を置いて大切に

しています。美術教師として、私達は、美術の共通言語と愛好を共有しています。私達は、日常生

活の中で美術の重要性を理解し、美術が、どのように私達の文化、歴史、最も大切にしている価値

や信条を反映しているかを知っています。

［スライド3：アメリカの人々は教育を重視している］

アメリカ合衆国において、アメリカの人々は、自分達の地域にある学校にたいへん関心を持ってい

ます。アメリカの人々は、教育を重視し、毎年、子どもに教育を提供するために数十億もの税金を

使っています。また、アメリカの人々は、完全な教育は、芸術の学習が含まれなければならないこ

とを理解しています。芸術は、私達は誰であるのか、日々、そして、生涯を通して、私達の生活が

どのように芸術から影響を受けているかを意味ある方法で教えてくれます。

［スライド4：カリキュラム・スタンダードとアメリカの教育システム］

アメリカ合衆国の政府は、学校のために多くの目標を定めています。遺憾ながら、学校での教育を

改善するために何がなされるべきか、学校の問題に対する最善の解決策について、アメリカの人々

は、しばしば、合意していません。アメリカの人々は、教育のスタンダードやアセスメントが、す

べての学校に教育の質を一貫して提供することを保障するために絶対に重要であることには同意し

ています。アメリカの人々は、子ども達に対して、よい教育を提供するために責任があります。ア

メリカ合衆国のすべての州には、学校で教えられるすべての教科領域のカリキュラムを編成するた

めに、スタンダード、あるいは、他のガイドラインがあります。

［スライド5：現行の全米視覚芸術スタンダード］

以前の全米視覚芸術スタンダードのセットは、1994年に最初に出版され、それは、かつて、その内

容のカテゴリーのために、ディシプリンに依拠した美術教育（Discipline－Based Art

Education）、もしくはDBAEと呼ばれていたものが含まれています。それらの内容のカテゴリーに

は、美学、美術史、美術批評、美術制作の学習が含まれています。そのモデルは、今日のアメリカ

社会や世界にいる生徒に関する最新の傾向や教育的ニーズを反映してはいません。

［スライド6：コア芸術スタンダード全米連合（糀CAS）のメンバー］

2010年、芸術教育の専門団体のリーダー・グループが集まって、コア芸術スタンダード全米連合を

結成しました。このグループには、ダンス、音楽、演劇、視覚芸術の教育リーダーが含まれていま

した。私は、このグループの中で、全米美術教育学会、並びに、全国からの視覚芸術教育者の全員
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を代表する一人でした。その当時、私は、全米美術教育学会の会長でした。私は、今年3月に会長

の任期を終えましたが、コア芸術スタンダード全米連合では、全米美術教育学会の代表をまだ務め

ております。

［スライド7：全米視覚芸術スタンダードの執筆チーム］

2011年12月、新しい芸術スタンダードの執筆を目的として、芸術教育のチームが結成されまし

た0ダンス、音楽、演劇、メディア芸術、視覚芸術のために別々のチームが作られました。執筆者

には、美術教師、大学教授、学校長が含まれていました。スタンダードの原案が書かれたあと、

2013年には意見聴取のために原案は公開されました。1万5千人の人々が、スタンダードをレビュ

ーしました。執筆者チームは、スタンダードの最終版を改善するために、それらのレビューから得

られた提案を活用しました。

［スライド8：2014年10月の公開日］

2014年10月に、新しい全米視覚芸術スタンダードが公開されました。これらのスタンダードは、

芸術的プロセスである創造する、発表する、反応する、結び付けるに焦点を当てていました。先に

申しましたように、これらのスタンダードは、ダンス、音楽、演劇、視覚芸術の全国的な専門芸術

教育団体によって執筆されたものであり、国家行政によるものではありません。国家や州の行政は

それらのスタンダードを書いていないので、それぞれの州は、彼等の州でそれらの使用を望むかど

うかを決めることができます。これは、それらのスタンダードは義務付けられてはいないこと、ま

たは、それらを使用することが選択されるなら、州によってスタンダードは使われなければならな

いことを意味しています。

［スライド9：全米視覚芸術スタンダードの施行］

各州には、新しいスタンダードを使用することを望むか、修正することを望むかを決定する手続き

があります0また、州は全く使用しないことを決めることもできます。今日において、アメリカ合

衆国では、16州が、新しいスタンダードを採択することを決定、もしくは、軽微な修正を行うこと

を決めています0他に19州が、スタンダードの採用について、もしくは修正について検討を行って

います0残っているすべての州については、これから、同様の決定を行っていくために検討に入る

ことでしょう。

［スライド10：NCCASのウェブアドレス］
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スタンダードは今では公開されているので、一般の誰でもがそれらを読むことができ、コア芸術ス

タンダード全米連合のウェブサイトに行ってそれらを使うことができます。ウェブサイトには、多

くの資料があり、次にそれらについて簡単にお話させていただきたいと思います。

［スライド11：ウェブベースのスタンダード・セット］

スタンダードのウェブサイトでは、ページをクリックして、いずれの芸術教科であっても、学年レ

ベルのスタンダードのサイトを検索することができるように設計されています。ウェブサイトは、

スタンダードに含まれる教科、学年レベル、芸術的プロセスによって、検索することができます。

また、自分の作業やサイトから集めた情報が保存できる「自分自身のページをカスタマイズする」

というウェブページの箇所があります。このサービスはすべての人に対して無料です。サイトを開

いて、スタンダード、並びに、スタンダードの編成方法について皆さんが学ばれることをお勧めい

たします。もちろん、これをするためには英語で読めなければなりません。また、ウェブサイトに

は、生徒の作品事例があります。しばらくしたら、スタンダードを用いた学習指導案が掲載されま

す。また、礎石となるアセスメントの事例をサイトで見つけることができます。また、礎石となる

アセスメント・モデルの生徒の作品事例もそこに掲載されていますが、これについては後でお話し

いたします。

［スライド12：スタンダードの概要］

次に、新しいスタンダードの編成方法と、私達が執筆した新しいモデルの箇所についてお話しいた

します。

［スライド13：ウイギンズとマクタイ］

新しいスタンダードの執筆を決めたとき、世界中からの多くのモデルと事例を研究し、『理解をも

たらすカリキュラム設計』という本に示されたグラント・ウイギンズとジェイ・マクタイが開発し

たモデルを使うことを決めました。この本は、アメリカの学校で教えられている多くの教科の中で

最善の学習指導の実践として、また、構造化された学習が含まれる方法として、いくつかの学校区

で使われていたものです。ウイギンズとマクタイは、私達と情報を交換し、私達のスタンダード執

筆のプロセスを方向付けることを助けてくれました。

［スライド14：哲学的根拠とコア芸術スタンダード］

私達が新しいスタンダードを執筆し始めたときは、スタンダードの編成方法とスタンダードの執筆

に際して私達の思考に影響を与えたアイデアを説明する序説を書く必要を決めました。この文書
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は、スタンダードの設計方法と使用され得る方法の説明を含んでいます。

［スライド15：芸術学習の概念的枠組み］

この文書は、「芸術学習の概念的枠組み」と呼ばれます。概念は、スタンダードの執筆に際して使

われた主要哲学の議論、芸術教育の生涯目標、芸術学習を形成するプロセス、構造、結果の説明を

含んでいます0新しいスタンダード・モデルには、視覚芸術において何を塾旦べきであり、何が也

塞星べきであるかを、生徒が学ぶことを手助けするように設計されたカリキュラム内容に対応する

部分が含まれています。生徒は、彼等の日常生活において美術はなぜそんなにも価値があるのか、

また、世界の経済、歴史、あらゆる文化において、どのように美術は重要な役割を担うのかについ

て学ぶ必要があります。彼等は、視覚芸術教育の中で学ぶことの多くは、彼等の将来の雇用に役立

つことを理解する必要があります。彼等は、芸術の教育は、創造性、問題解決能力、粘り強さ、不

確かさの受容、新しいアイデアに対する開かれた姿勢、大部分の問題には多様な解決策があること

を理解する必要があります。その枠組みを示した文書もまた、ウェブサイトからダウンロードでき

ます。

［スライド16‥ダンス、音楽、演劇、視覚芸術、メディア芸術のスタンダード］

私達の最初の計画では、ダンス、音楽、演劇、視覚芸術のスタンダードを書くことを決めていまし

た凸そのとき、私達がメディア・アーツと呼ぶ新しい教科のスタンダードを書くことが必要である

ことも決めていました。メディア・アーツとは、生徒がテクノロジーを学ぶ方法と芸術におけるそ

の活用についてです。アメリカ合衆国では、コンピューターのソフトのプログラムの使い方、ソフ

トの機能、様々なコンピューター機器の使い方を教えるのみの学校があります。そのようなプログ

ラムの多くでは、芸術的に満足のいく方法でテクノロジーを使用する方法を教えているわけではあ

りません。私達は、これについて心配しています。この学習の欠如を正すために、芸術プログラム

において、また、芸術的に満足のいく作品を創り出すことにおいて、生徒に、どのようにテクノロ

ジーを使うかを学習する手助けをするためにメディア・アーツのスタンダードを書くことを決めま

した。

［スライド17：芸術的プロセス］

私達は、美術について学ぶとき、人々が学ぶとともに使う必要がある認知活動と身体活動とは何で

あるかを自問しました。私達は、それらを芸術的プロセスと呼ぶことに決めました。私達が特定し

たプロセスは、創造する、発表する、応答する、結び付ける、を含んでいました。

［スライド18：新スタンダードにおける芸術的プロセス］
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「創造する」プロセスは、美術作品を制作することです。生徒は、美術が制作された方法を学ぶと

ともに、安全に扱う必要がある材料とプロセスについて学ぶべきです。2つ目のプロセスは、「発

表する」と呼ぶものです。私達は、生徒が、自分の作品を公共の場で伝えることは重要であり、自

分達の作品について語り、他の人達が見たり勉強したりするために作品をその説明と一緒に展示す

ることは重要であると感じました。私達は、展覧会を企画したり、公共の場で作品を展示したりす

ることは、芸術作品を展示する際に行われる芸術的選択に関する重要な学習が含まれると感じまし

た。展覧会を設計することは、高次のレベルの芸術的思考や意志決定が伴います。3つ目の芸術的

プロセスは、「応答する」です。このプロセスは、生徒が、美術作品を見たり話したりすることを

含みます。生徒は、アイデアを表現し意味を伝達するために芸術作品において芸術家が使う共通す

る言語を「読み」、解釈する方法を学ぶ必要があります。生徒は、美術作品に対する自分の反応の

背後にある理由について考える必要がありますが、彼等はまた、美術作品への彼等自身の反応を広

げたり見直したりするために、他者の反応に触れる必要があります。最後の芸術的プロセスは、

「結び付ける」と呼ばれるものです。芸術的プロセスは、旧スタンダードにはないものです。誰で

も美術作品を見るときはいつでも、見る人、芸術家、美術作品との間で、個人的な対話がありま

す。私達は、生徒が、見たり作ったりした美術作品と、彼等の個人的な生活と経験とを結び付ける

ことが重要であると感じました。これは、芸術における学習をより個人化し、意味のあるものに変

えます。これらの結び付きは、彼等の残りの人生に留まり、彼等の思考と美術についての将来的な

学習に影響を与える可能性をより高めるようです。

［スライド19：永続的理解と本質的な問い］

新しいスタンダードの重要な部分は、残りの人生にわたって生徒の美術についての学習を導くこと

ができる重要なアイデアの要約を含んでいることです。これらは、永続的な理解と本質的な問いと

呼ばれます。

［スライド20：永続的理解］

また、永続的理解は、ビッグ・アイデアとも呼ばれるものです。永続的理解は、学校において学習

され得る内容を超えた芸術的価値に関して、一般的に受容されている普遍的な真理またはアイデア

のようなものです。これについての例として、「芸術制作に生涯かかわることが、豊かな人生を送

ることに役立ちます」があります。

［スライド21：本質的な問い］

本質的な問いは、永続的理解と関係しています。本質的な問いは、生徒が、永続的理解について、

また、彼等が何を学んでいるかについて、より深く考えることを手助けすることを意図していま

37



第一部：特別講演資料2（翻訳版）

す。例えば、「芸術作品の創作は、豊かな人生を送るためにどのように役立ちますか？」という問

いが考えられます。

［スライド22：学年レベルによるスタンダード］

スタンダードを書き始めたとき、私達は、各学年のレベルの生徒に合うべき具体的なスタンダード

にすべきことを決めました。この考えは、幼稚園から中学校2年生までの学年に対して有効です。

私達が、中等レベル、もしくは高等学校レベルと呼ぶ段階では、学年レベルによるスタンダード・

モデルは、機能しません。なぜなら、アメリカ合衆国の中等レベルの生徒は、中学校3年生、高等

学校1年生、高等学校2年生、高等学校3年生とでさえ、美術のクラスをともにするかもしれませ

んし、すべての学年が同じクラスにいるかもしれません。私達は、中等レベルでは、3つのパフォ

ーマンス・レベルを持つことを決めました。それらの一番下は、準上級です。最初の中等レベルの

美術クラスの生徒は、このレベルにあります。中等レベルで、2つ目の美術クラスを取る生徒は、

スタンダードの上級レベルを学ぶことになります。3番目と4番目の中等レベルの美術クラスを取

る生徒は、スタンダードの最上級レベルを学ぶことになります。

［スライド23：スタンダードの形式］

私が、スタンダードを書き始めたとき、私達は、「スタンダード」と呼ばれる用語が何を意味する

のかを定義しなければならないことに気付きました。私達は、スタンダードとは、与えられた時間

の最後に生徒が知り出来るように私達が望むことであると、定義しました。また、私達は、2種類

のスタンダードを含めました。一つは、アンカー・スタンダード、もう一つは、パフォーマンス・

スタンダードと呼ばれるものです。

［スライド24：アンカー・スタンダードの定義］

アンカー・スタンダードは、芸術作品の創作に役立つ行動の模範または実例を示しています。アン

カー・スタンダードは、あらゆる芸術を行う人々が合意し共有しているアイデアです。例えば、

「芸術家は、芸術を実験したり想像したり彼等の芸術の内容を特定したりすることによって美術を

制作している」があります。

［スライド25：共通のアンカー・スタンダード］

すべての芸術形式に共通するアンカー・スタンダードは何であるかを話し合ったとき、ダンス、音

楽、演劇、メディア・アーツ、視覚芸術のための11のスタンダード・リストを思い付きました。

［スライド26：パフォーマンス・スタンダードまたはパフォーマンス・タスク］
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パフォーマンス・スタンダード、または、パフォーマンス・タスクは、生徒の成果に含まれなけれ

ばならない具体的な特徴や基準を記述したものです。パフォーマンス・スタンダード、または、パ

フォーマンス・タスクは、実世界における問題をシュミレーションし、再現するように設計された

活動です。例：「芸術創作に向けて革新的な発想を生み出すためにアイデアを組み合わせてい

る。」また、私達は、パフォーマンス・スタンダードのリストを含めました。それらのスタンダー

ドは、生徒の美術に含まれるべき具体的な特徴や基準を具体的に示したものです。パフォーマン

ス・スタンダードは、実際の芸術界にいる芸術家の作品の種類や活動を再現することを目的として

います。

［スライド27：語彙解説］

私達は多くの新しい用語やアイデアを取り入れているので、それらの言葉を定義する必要性がある

と感じました。従って、私達が使っている言語の意味を教育者がより正しく理解することを手助け

するために語嚢解説を書きました。

［スライド28：新しい全米コア芸術スタンダード・モデル「概観］

新しい視覚芸術スタンダードを書くために使ったモデルを概観するのに、私達は以下の部分を含め

ました。「創造する」「発表する」「応答する」「結び付ける」の芸術的プロセス、アンカー・ス

タンダード、永続的理解、本質的な問い、パフォーマンス・スタンダード、礎石となるアセスメン

ト・モデルです。

［スライド29：礎石となるアセスメント・モデル］

次に、生徒が学んだことや、新しい視覚芸術スタンダードを使って教えられた美術の授業から彼等

が出来ることを測るために書いたアセスメントについてお話しいたします。これらのアセスメント

は、礎石となるアセスメント・モデルと呼ばれます。

［スライド30：ウイギンズとマクタイによる「礎石となるタスク」をモデルとした礎石となるアセ

スメント・モデル］

私達は、スタンダードを書いたときとちょうど同じように、礎石となるアセスメント・モデルの執

筆に際しては、ウイギンズとマクタイによる「礎石となるタスク」を活用しました。それらに視覚

芸術の学習を反映させるために、礎石となるアセスメント・モデルではいくつかの変更を行いまし

た。
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［スライド31：礎石となるアセスメントは公開されているものをそのまま使う、もしくは、自分自

身のものを作成することが可能］

どのように生徒が評価されるのかを示す実例として礎石となるアセスメント・モデルを公開しまし

た。私達は、教師達に、アセスメントは公開されているものを活用できる、もしくは、自分達の必

要性に応じて一部を変えることができる、または、私達が提供したモデルを使って自分自身のアセ

スメントを設計することができることを伝えました。

［スライド32：礎石となるアセスメント・モデルの性質］

礎石となるアセスメント・モデルを設計するに当たって、私達は、柔軟性と適応性を持たせること

を考えました。それらは、生徒の大学進学と職業に対して準備が出来ることを手助けします。私達

は、礎石となるアセスメント・モデルは、創造的思考、協働、コミュニケーション、創造性を、あ

らゆるアセスメントに含めなければならないと感じました。私達は、アセスメントは、それらを使

うとき、生徒が持っているあらゆる種類の表現方法やスキルを使うことを可能にしなければならな

いと感じました。アセスメントが、視覚芸術の生涯学習を促進することはたいへん重要なことでし

た。最後に、私達は、アセスメントは、真正であり、芸術家が持っており使っている種類の知識と

スキルを再現するものでなければならないことを決めました。また、私達は、学習のアセスメント

は、生徒が学んでいる間に実施され得ることを決めました。私達は、これを形成的アセスメントと

呼びます。また、私達は、彼等が学習を完了した後で学習を評価するアセスメントを必要としまし

た。私達は、これを総括的アセスメントと呼びます。

［スライド33：礎石となるアセスメント・モデルの特徴－パート1］

礎石となるアセスメント・モデルには、いくつかの特徴がなければなりません。それらの一つ目

は、カリキュラムの中に組み入れられており、一回限りのテストであるよりも、いつもの学習指導

案のように教えられていることです。私達は、アセスメントは、学年をまたがって繰り返されるこ

とや、次第に、より高度化され複雑化されなければならないと考えました。アセスメントは、芸術

家が日常の実践の中で実際に行うことにたいへん類似している真正なパフォーマンスから構成され

なければなりませんでした。

［スライド34：礎石となるアセスメントの特徴－パート2］

アセスメントでは、創造性、コミュニケーション、協働、批判的思考の21世紀型スキルが使われな

ければなりませんでした。アセスメントでは、生徒のパフォーマンスを客観的に評価するルーブリ

ツクが使われなければなりませんでした。生徒は自分にとって意味のある学習に取り組まなければ
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ならないことや、アセスメントはあらゆる教師のベストな学習指導を引き出すものであることを、

私達は強調しました。最後に、私達は、アセスメントは、美術のコースで得られる成績一覧である

よりも、生徒が知っていることや出来ることを実証するポートフォリオの中に入れられるものをつ

くるべきだと考えました。

［スライド35：スタンダードの執筆者や教師によって書かれた礎石となるアセスメント・モデル］

スタンダードを書いたときと同じように、私達は、アセスメントとスタンダードにおいて、教授さ

れるべきことと評価されることが、適合・合致していることを確実にするために、何人かの美術教

師やスタンダード執筆者が執筆チームに加わることが重要であると感じました。

［スライド36：礎石となるアセスメント・モデルは、小学校2年生、5年生、中学校2年生を対象

とし、中等レベルでは準上級、上級、最上級がある］

私達は、アセスメントは、それぞれの学年レベルよりも、特定のレベルで行われるべきことを決め

ました。小学校レベルと中学校レベルの礎石となるアセスメント・モデルについては、小学校2年

生、5年生、中学校2年生を対象としています。中等レベルでは、私達が書いたスタンダードと同

じように、準上級、上級、最上級のレベルについてアセスメントを書きました。

［スライド37：礎石となるアセスメント・モデルと芸術的プロセス］

アセスメントが、スタンダードに含まれている芸術的プロセスに焦点化することは重要であり、ア

セスメントは、創造する、発表する、応答する、結び付けるに関するすべての4つの芸術的プロセ

スを対象に書かれています。しかしながら、美術教師は、彼等が望むのであれば、芸術的プロセス

の一つについてのみ評価すること、または、他の芸術的プロセスから2つ、3つを選んで評価する

ことができます。

［スライド38：礎石となるアセスメント・モデルの構造を見ること］

礎石となるアセスメント・モデルの構造または設計には、多くの部分が含まれています。次に、私

は、それらの部分のいくつかについてお話します。

［スライド39：礎石となるアセスメント・モデル］

礎石となるアセスメント・モデルの全体組織は、7つの部分から構成されています。それらには以

下が含まれています。短いタイトル、指導にアセスメントを組み入れる方略、アセスメントを実施

する詳細な手続き、アセスメントの鍵となる語彙、知識、スキル、陣がいを伴った人々がアセスメ

ントを行うのに役立っインクルージョンの方略、様々な方法で学ぶ生徒が学習した内容を実証する
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ことを可能にする差別化の方略、ルーブリック、または、チェックリストのような多様な数値化の

工夫の選択肢です。

［スライド40：コア芸術スタンダード全米連合のウェブサイトからダウンロードできる未記入のテ

ンプレート］

美術教師が、礎石となるアセスメント・モデルを理解して使うことを助けるために、美術教師によ

る自分自身のアセスメント設計を目的として、ちょうどいま示したすべての部分がある未記入のテ

ンプレートを設計しました。このテンプレートは、教師が使うためにコア芸術スタンダード全米連

合のウェブサイトからダウンロードすることができます。美術教師達は、私達が公表したアセスメ

ントの実例を活用する必要がないことを覚えておいてください。彼等は、自分自身のものを創るた

めにモデルを活用することができ、多くの美術教師達は、このモデルを使って自分達自身のアセス

メントを設計する自由があることを喜んでいます。

［スライド41：礎石となるアセスメント・モデルに対する全米教育学会からの助成金］

アセスメントが、生徒に対して機能するかどうかを学ぶために、私達は、アセスメントをテストす

ることを目的として政府から助成金を獲得しました。2015年に、′」、学校2年生、5年生、中学校2

年生で、アセスメントをテストしました。2016年に、準上級、上級、最上級のレベルで、中等レベ

ルでのアセスメントをテストしました。それぞれのアセスメントに取り組んだ生徒は評価され、ス

タンダードに適合または上回った生徒作品の実例は、コア芸術スタンダード全米連合のウェブサイ

トに掲載されました。

［スライド42：中等レベルの礎石となるアセスメント・モデルのポートフォリオの紹介］

次に、私は、上級レベルの礎石となるアセスメントを使って、中等レベルの生徒が創作したいくつ

かの作品をお見せしたいと思います。上級レベルの礎石となるアセスメント・モデルは、中等レベ

ルで2つ目もしくは3つ目のコースを取った生徒に対して与えられていることを思い出してくださ

い。

［スライド43：生徒に求められている中等での上級レベルの礎石となるアセスメント］

このアセスメントでは、生徒は5つのことを行うことが求められています。最初に、彼等は、以前

に制作した作品を選び、そこから自分達にとって探究すべき新しい美術の課題をつくることが求め

られます。次に、彼等は、新しい作品において使うかもしれないアイデア、材料、方法を見つける

ために、現代作家による創作である美術作品を見るように求められます。3番目に、自分達の作品
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について他の生徒からインプットやフィードバックを得ることが求められ、このフィードバックは

作品を見直したり改善したりするために使われることが必要で丸4番目に、彼等は、展覧会のた

めに新しい作品を準備したり、彼等の新しい美術作品を説明する芸術家ステートメントを書いた

り、展覧会の中心となるテーマやトピックの説明を書いたりしなければなりません。最後に、彼等

は、以前の作品と新しい作品とを比較して、何を学んだのかを見つけ、それがなぜ重要であるかに

ついて話さなければなりません。

［スライド45‥標準的なポートフォリオからの生徒作品］

今度は、礎石となるアセスメントの「上級」モデルのすべての5つの部分の活動例を含んだ生徒の

作品例をお見せします。

［スライド46：「創ること」に関する資料］

このスライドには、「創造する」のプロセスについて行われた作品の4つの異なる例をお見せして

います0左側には、生徒が、現代作家が何を行っているのかについて、また、芸術家が使っている

材料や表現方法について、学ぶために行った研究の例です。2番目の列は、生徒の以前の作品と、

新しい作品例を制作するためにどこを修正するのかを示しています03番目の列は、生徒が、現代

作家が使う手順をよりよく理解しようとして、後で使うかもしれない技法を学ぶために行われた作

品のスケッチが含まれています。4番目の列は、生徒がアセスメントの「創造する」の部分のため

に制作した最終作品の例を示しています。

［スライド47‥「応答する」に関する資料－パート1］

これは、生徒の自己評価のチェックリストの実例です0スライドには、アセスメントに関してどの

ように生徒達が彼等の作品と他の生徒等の作品に反応したかを示す事例をお見せしています。ここ

には、自分の作品について考えたり修正したり改善したりするガイドとして生徒が使った関連のあ

る基準を示すチャートをお見せしています。

［スライド48＝「応答する」に関する資料－パート2］

これは、彼等の美術作品に対する別の種類の応答の実例です0それは、「芸術家ステートメント」

と呼ばれます。生徒は、自分達の美術作品を説明する芸術家ステートメントを書きました。芸術家

ステートメントには、彼等の考え、インスピレーション、問題への解決、自分達の作品や、自分に

とっての意味について見る人に知ってほしいと望むその他の情報が書かれています。

［スライド49：「応答する」に関する資料－パート3］
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生徒は、芸術家ステートメントを修正し、その後、自分達の作品を見せるために企画された展覧会

の一部としてそれらを展示します。芸術家ステートメントは、見る人に対して生徒が作品について

語ることを可能にします。芸術家ステートメントが展覧会の一部として展示されるとき、芸術家が

持った問題、作品の意味、美術作品を制作した目的について、見る人は学ぶことができます。

［スライド50：「結び付ける」に関する資料－パート1］

生徒は、自分達の美術作品と自分にとって意味あることや大切にしているものとの結び付きを深め

ることが求められます。私達は、これを「結び付ける」と呼んでいます。また、生徒は、他の生徒

から彼等の作品に関するインプットを集めます。このスライドの左側は、制作を始めて最初の1時

間後に撮った作品の写真です。彼女は、研究しているアイデア、彼女が持っている2、3の課題に

ついて書いています。左側の写真は、生徒がアセスメントに2、3時間かけた後に撮られたもので

す。彼女は、自分が解決しようとしている新しい問題と、問題への解決に対する成功感について書

いています。

［スライド51：「結び付ける」に関する資料－パート2］

この次のスライドは、完成に向けて発展する作品に関して、さらに3枚をお見せしています。前と

同様、生徒は作品を評価し、作品が完成に近づくにつれて彼女が行った決定を記しています。スラ

イドの中心にある絵は、彼女のクラスの他の生徒からのメモを含んでおり、そこには2種類のコメ

ントが与えられています。最初のものは、その生徒の作品についての彼女への補足を含んでいま

す。それらは、「輝き」コメントと呼ばれます。他の生徒による2種類目のコメントは、作品の改

善や、追加の作品のために新しいアイデアを提案しています。この種の意見は、生徒が自分の作品

を改善するのを促すことを意図しているので、「輝き」コメントと呼ばれます。右側の最後の絵

は、完成された作品です。

［スライド52：「発表する」に関する資料］

礎石となるアセスメント・モデルの最後は、生徒の作品を発表することについてです。このスライ

ドは、礎石となるアセスメント・モデルのために生徒が完成させた作品の美術展覧会を示していま

す。この展覧会は学校で行われました。中には、地域の公立図書館、専門の美術ギャラリー、美術

館で展覧会を行う教師もいました。アセスメントのこの部分のために、クラスとして、生徒は、展

示のために共通のテーマやタイトルを生み出し、展示を行うために一緒に作業をしました。前のス

ライドは、わずかですが、礎石となるアセスメント・モデルを使ったときに生徒が行う学習とはど
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んなものを示す適切な事例です。教師と生徒は、ともに、アセスメントに何を含め、学んだことや

開発したスキルをいかに実証するかについて、一緒に多くのことを決定します。

［スライド53：視覚芸術教育のアセスメントに関するいくつかの最終的な見解］

全米視覚芸術スタンダードと礎石となるアセスメント・モデルは、既に、生徒が美術について学ぶ

方法、学ぶ内容、学びを実証する方法に変化を与えています。新しいスタンダードとアセスメント

は、それらを使う美術教師に対してより洗練された思考とよりよい学習指導を求めます。アメリカ

合衆国では、学習のアセスメントは、教師が何を教え、生徒が何を学んだかを示すので、教師と生

徒に対してさらに大きなプレッシャーを与えています。アセスメントでよく機能していない学校が

あったとしたら、教師と管理職は批判され、教師職から去ることもあります。アメリカの学校で

は、スタンダードとアセスメントは、新しい現実ですが、美術教師は、学校や生徒の日常生活にお

いて美術教育に存在する実質的な価値を見失うべきではありません。視覚芸術の教育は、思考スキ

ル、問題解決スキルを提供し、創造性を使ったり冒険を行ったりすることを求めます。すべての人

は提供し得るかぎり最善の教育を子どもに与えたいと願っています。生徒は、大人と同様、世界で

やりたいことを達成するために強力な教育を必要としています。もっとテストを行うことや、もっ

と厳しいスタンダードを求める人々は、学校や生徒が受ける教育を改善しようとしている点で正し

いのですが、昔からあらゆる人間に対して美術が行ってきた、美術を大切なものにしている特別な

事柄を決して見失ってはなりません。世界中のあらゆる人々と文化において、美術はつくられ、自

分達が誰であるのか、何を信じているのかを記録するために用いられてきました。美術が日常生活

にもたらす喜びと楽しみを決して見失ってはなりません。美術は、人生と関連する意味や、人間で

あることが何を意味するのかを形あるものに保存することを、決して忘れてはなりません。スタン

ダードとアセスメントが、私達の学校が存在し、美術が教えられる根拠のための唯一の目的になる

ことを決して許してはなりません。私達は、美術の本当の役割は、私達にとって何が重要であり、

個人として人間として私達は誰であるのかを思い出すのを助けてくれることを常に覚えておく必要

があります。美術は、世界中のすべての時代のあらゆる人々が互いにコミュニケーションを取り理

解する共通基盤であり共通言語です。今日、ここに私をお招きくださり、ありがとうございまし

た。皆さんとご一緒できて光栄に思います。今日、皆さんと共有したことを受け取っていただき、

その価値を深く検討し、日本で活用し得るための目的について深くご検討いただければと思いま

す。ありがとうございました。

［スライド54：お礼］

［スライド55：NCCAS　ウェブサイト情報］
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特別企画第二部：座談会

【登壇者】

ロバート・セイボル博士（全米美術教育学会前会長）

青山寿重氏（広島県尾道市立山波小学校教諭・文部科学大臣優秀教職員賞受賞者）

水島尚書氏（美術科教育学会代表理事・聖心女子大学教授）

小野康男氏（大学美術教育学会理事長・横浜国立大学教授）

く司会者〉　三根和浪（広島大学大学院教育学研究科准教授）

く通訳〉　斉藤美由紀

匝蚕室それでは、大変恐縮ですが、駆け足のまま第二部に移らせていただきたいと思います。

第二部は、登壇者の、青山先生、水島先生、小野先生の方からセイボル先生に対する質問をまず

はしていただきながらテーマについて探っていきたいと思っております。

最初に、水島先生、お願いします。

匪垂垂璽セイボル先生、すぼらしい御講演、ありがとうございました。日本のナショナルカリ

キュラムスタンダードに多少かかわった者としまして、その意思決定のシステムの違いなどを強

く感じまして、驚きをもって、そして大変勉強させていただきました。

日本の場合は、10年という期間の中で国が定めて作成するというやり方をずっとしているわけ

です。この10年という期間のせいだと思いますが、スタンダードの目的、目標とか概要的な部分

については、先に公開されて、そして時間を置いて、2、3年とかそういった期間を置いてから、

アセスメント部分がつくられていくわけです。そういった意味で日本の場合、アセスメントとい

う言い方よりも、エバリュエーションといったほうがよろしいのかもしれませんけども、総括的

な形で成立するというシステムにはなかなかなっていません。

そこでアメリカの場合、前回のスタンダードが1994年と伺いました。そして現行が2014年。こ

の20年というのは、あらかじめ何か決められた理由があったのでしょうか⊃

lセイボル先勾　ご質問、ありがとうございまれ本当に20年というのは長いですよれただ、ア

メリカ合衆国は、政府がそのような20年を設定したわけではなく、というのも、連邦政府は何ら

かの形でそのスタンダードを命令したりあるいはつくりなさいと言ったりしたわけでもないんで

すね。州政府のほうでスタンダードを必要としまして、1994年にスタンダードが出版されました。

州の政府もそれを推奨はしたんですね。スタンダードができたので、これを見て適用するなら適

用しましょうと推奨して、大部分の州がそれをそのまま適用したり、あるいは若干修正をして適

用しました。でも最終的には、全くそのスタンダードを拒否して使わなかった州もあります。と

いうのは、先ほど申し上げましたように、連邦政府のほうでスタンダードをつくりなさいという

ような指示は全くなかったからということです。

また、理解していただくのが重要だと思うのは、州政府というのは、州政府の方にはそれぞれ
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時間軸というかタイムラインを設定しているんですけれども、スタンダード改訂のタイミングと

いうのは考えているんですが、それは州ごとに違うということです。ですから、州によっては5

年、あるいは7年、あるいは10年というサイクルでスタンダードを変えようというようになって

いる。ですから、1994年にスタンダードを、当時のスタンダードが出されたときにも、じゃあそ

れをそのまま使おうという州もあったし、ちょっと変えようという州もあったし、全く拒絶して

自分達の独自のスタンダードをつくるという州もあったということです。同じことが2014年の新

しいスタンダードの際にもあってですね、その中身を吟味して、じゃあこれをさらにそのまま適

用しようか、少し変えようか、あるいは拒否して自分達の独自のものを持とうかというように州

ごとに判断しているということです。

最後になりますけれども、その2014年の10月にスタンダードが出版されたときに、50州、アメ

リカであるうち16州はそのまま適用するというふうに決めて実際にも使っている。約20州ですけ

れども、そのレビューを今進めている段階で、今後間もなく決定が下されます。それは、そのま

ま適用しようか、あるいは少し修正を加えようか、あるいは使わないというように拒絶をして自

分達のものをつくろうかということを決めているところです。残りの州ですけれども、それが自

分達のスケジュールがもう決まっているので、改訂の時期にきていないから何もできないと。ち

ょっと立ち往生しているという州もあるということです。

匪垂司　どうもありがとうございました。日本でもやはりそういった地域の裁量権というもの

があると、また、学習指導要額を巡るそういった関係も変わってくるのかなと思いますけども、

これは国が違うということで。

もう一つ、ちょっとテクニカルなこと、些末なことで恐縮なんですけども、伺いたいことがあ

ります。日本の場合、やはり学習指導要衝というのは、国からの上からあらかじめ路線がある程

度決められているわけですね。例えば評価の観点というところででもですね、先生方、ご存じの

ように、次は3観点になるということらしい。それはどの教科も同じような形ということで、そ

の観点そのものも、いわば、決められたラインの中での行いであると。一方、先ほど伺っていて

特に興味深かったのが、パフォーマンス・スタンダードに関してです。子ども達に具体的、目に

見える形で示されています。2012年だったでしょうか、あの内容というのはどんな形で決定され

たのか。これは日本の先生方にとても参考になるものだと思うので質問させてください。

匝イボル先勾　とてもいい質問をありがとうございます。このパフォーマンス・スタンダードな

んですけれども、ここは執筆チームが最も時間を割いたェリアでもあります。芸術を教えている

小学校・中学校・高校の先生のみならず、美術館の人、美術教育に携わるような美術館の人もチ

ームの中に入っていまして、それぞれのインプットをもとにそれぞれからの情報をもとに、いろ

いろな学年レベルではどんなことが出来て、出来るようになるかということをディスカッション

しました。

皆さん、覚えていらっしゃると思うんですが、4つのプロセスについて説明しました。1つ目

が創造するというプロセスですね。これはアート作品をつくるというプロセス。それから応答す
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る0応答するは、他の人の意見を聞いたりするところ。それから結びつける。結びつけるは、人

と作品の間のコミュニケーションを取ったり、その間でのやりとりを特定するということが結び

付けるでした0それからもう一つのプロセスが発表するというプロセス。芸術的プロセスの一つ

で発表するんですけど、この部分はもうアート作品をきちんと人に見せていったり実証したり発

表したりするということです。

それで、先生達がディスカッションをして、例えば1年生や2年生であったら、先生がその子

ども達がこの4つのプロセスにおいて、それぞれにおいて、何が出来るようになっていってほし

いか、何が児童達ができることを期待しているかということをディスカッションしたわけですれ

そのことをインディケーターというふうに呼んでいるわけですが、それぞれのパフォーマンス・

スタンダードの中で、それぞれの学年によって求めていること。アクションだとかその生徒達が

それぞれの学年だったら何が出来るのかということを先生が何を求めているのかということをイ

ンディケーターとしてパフォーマンス・スタンダードの中に入れました。

また、そのパフォーマンス・スタンダードというのは、各学年レベルでそのインディケーター

をつくっているので、1つのエリアの1つのパフォーマンス・スタンダードに絞って、一番下の

幼稚園から一番上の学年までを全部通しで見ていくと、どのように発達していくことを求めてい

くか、どういうふうになっていくかが見て取れて、それをより大きなゴールに向かって進歩して

いくときのチェックリストのように使うこともできる。その一番上級のレベルまで達成したとき

に、どういう状態になるのかっていうことが、全体像が見渡せるということが言えまれ

匝頭関連したご質問ありますれじゃあ、続きまして、小野先生、お願いしまれ

画今、芸術的プロセスの話が出てきました。コア芸術スタンダードで、芸術的プ。セス

として、創造する、発表する、応答する、結びつけるという4つのものが挙げられていまれこ

の4つは、いかなる哲学的・理論的根拠に基づいて選ばれているのれそれについてまずお伺い

したいと思います。

匡喝とても複雑な難しい質問をありがとうございまれスタンダードを書き始めたと

きに、まず何をアートとして学ばなければいけないのかという根拠をどうしていこうかというこ

とを考えました。

以前の1994年のスタンダードでは、美学、美術史、美術批評、美術制作という4つの分野の領

域に焦点を当てて、それぞれのスキル、どんなことを知っていなければいけないか、どんなこと

が出来なければいけないのかということを教えるようなスタンダードだったわけですれそこか

ら、非常に大きなシフトをしまして、知識ベースからプロセスベースに新しいスタンダードでは

変化をしていきました0芸術家が何をするのかということですね、アートが何をするのかという

ところで、もちろんスタンダードの中にもスキルは述べられているんですけれども、これが、教

師の方でどのスキルが重要だと決めていいというようなでき方になっています。

生徒がアートについて学ぶ、あるいは知っているためにどんなことが必要なのかということを
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特定した、そうすることで、その生徒のアートに対するリテラシーを図るということを行うのに

プロセスが必要となる。例えば、創造するというプロセスは、アート作品をつくるということで

すけれども、このアート作品をつくるということによってアートを評価することができる。

そのほかの3つのプロセスというのは、発表する、応答する、結び付けるですけれども、私の

想像するに、私の考え方が間違っていたらおっしゃってください。先生の方が日本のシステムに

ついては、もちろん、お詳しいですから。この3つですわ。発表する、応答する、結び付けると

いうのは、鑑賞する、その芸術を正しく評価するということを補完するような役割をこの3つの

プロセスというのは果たしているんじゃないかというように考えております。

芸術家が作品を通して発表するというところは、世界中にそのアートを共有していくというわ

けですね。そうすると、その作品を見るときにはいっもいろいろなことを感じたりします。物理

的だったり認知的だったりいろいろな感情が起こったりします。私は常々、とても重要なのは作

品があってその全ての作品は、作品と芸術家の心と芸術家のスキルとそれから作品を見る人の間

での会話が行われるというように考えているんですね。そのような作品から何かを得るというこ

とが個人個人で行われる。個人が作品とつながるということは、それは人間的な哲学だろうと思

っています。これがグループになると、グループとしてその作品とつながるということで文化に

つながっていくと思います。ですから、その人間としてその作品とのつながりができる。そうす

るとそこにその文化がある。そして、それは日本にはそういう日本独自の文化とそれから人間と

してのつながりもありますし、西洋には西洋の作品とのつながりというものがあります。

画既存の知識を得ることよりも、行為する、あるいはエージェンシーというようなこと

に全体的に比重が移ってきているのではないかと感じました。

恒イボル先勾　アート作品というのは常に知識とかも必要なんですれ何かを知らないといけな

いし、普遍的な言語などを知らなければそのアートを共有するということができない。スキルも

必要だと。いろいろな芸術作品のスキルというのはもちろん必要です。ただ、その知識とかスキ

ルというものは、それをどう使うかということとはまた別問題で、それをどのように使うかとい

うことが実は試される。アート作品を通してですね、知識やスキルというものを、何を伝えるこ

とができるのか、アート作品を通じてどのようなことを表現できるのか、何がアート作品の中に

含まれているのかということの方がもっと重要なんだろうと思います。

巨頭その意味で、結び付けるということが非常に重視されているのではないかと思いまれ

結び付けるということは、自分の中に意味を生むことでもあり、結び付けることによって新たな

価値を生み出すことでもある。そういったことが今度のスタンダードの改訂において非常に強調

されているように思います。

匝イボル先勾本当に、スタンダードのとても重要な点はまさにそのとおりで、おっしゃるとお

りです。結び付けるというのは、そのためにスタンダードの中に入れたということで、とてもあ
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りがたいご質問をいただいたと思いますが、その誰かが人生を通して、学校を超えて、学校が終

わってからもずっと生涯、そのアートを大切にしていくのに、結び付けるというのは欠かせない、

結び付けるというプロセスは欠かせないものだと思います。そこは先ほどおっしゃっていた哲学

ということともつながっていくんですけど、構成主義ということになりますけれども、その結び

付けるという概念によって、そのアートをつくって結び付けるという概念によって、それを個人

的なものにすることができる、個人的な意味を持たせることができる。個人的な意味を持つこと

によって、アートを生涯、鑑賞していくとか愛でることができるということだと思います。

匝至司続きまして、青山先生、お願いしまれ

匝垂至当私は公立の小学校に務めて35年目なのですけど、今、セイボル先生のご講演を聞かせ

ていただき、アートが日々にもたらしてくれる意味や価値を大切にしているということに関して

は、日本もアメリカも同じだなと思って、とてもすてきだなと思いました。美術教育にかかわっ

ていらっしゃる方もあわせて、すてきな人が多いのだなあということも改めて感じました。美術

教育っていうのは活動を通して学ぶ教科で、私達、小学校教師も、美術教育に関わっている人す

べてがそうだと思うのですが、子ども達が主体的に形や色やイメージにかかわることをとても大

切にしています。日々の授業の中でも、友達や作品などとの出会いの中でさまざまなアイディア

や表し方があることに気づいたり、そこに喜びを見出したりするという、感性を働かせながら活

動する姿を見ることをとても喜びにしています。私は、ほんとに全教科の中で、図画工作科ほど、

子ども一人一人の固有の良さを引き出したり、子ども一人一人の世界と触れ合うことができたり

する教科はないのではないかと思います。そういう面においては、他の教科の追随を許さないと

いうぐらい、図画工作科独自の価値だと思っています。そうした人間を育てるという意味におい

て、アメリカでは「人間を育てる美術教育」として、どのような工夫をされているのか教えてく

ださい。

恒イボル先包　まず第一に、小学校の先生をしていただいていて、ありがとうございまれ私自

身も小学校の教諭を25年行いまして、6校の小学校を経験して1800人の生徒を教えました。

質問に対してのお答えですけれども、私はそのスタンダードにはそういった能力があるというよ

うに信じております。もちろんそれはそのスタンダードを活用していく教師とか生徒がどのよう

に活用するかということにもよるんですけれども、スタンダードによって、その状況をまずセッ

トアップしているというか、状況をまず確実に設定をしていると。このことで、教師は生徒が人

間性を育てたりとか、それから、いろいろなことが出来るような、人間性も育てられるようなこ

とを、このスタンダードをうまく利用することによって助けていくことができると思っています。

私は、アートをつくったりあるいはアートを理解することから得られる喜びというのは、今後そ

の生徒の一生涯続くものだというように思っています。ここにいらっしゃるアートに関係してい

らっしゃる皆さんも感じていると思うんですけれども、アートに触れることで得られる喜びとい

うのはずっと今後続くというように思っています。
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私は、教師として小学校の教諭だったときには、2つの仕事を自分でやっていたと考えていま

す。1つ目はもちろんアートについての知識やスキルを小学生に教えていく。小学生ですから本

当に初めてそういうことに触れるので、まずは獲得するっていうことですよね。いろいろなアー

トに関するスキルや知識を獲得していく。それを助けるということが1つ目の仕軋もう1つ、

重要な私に課せられていたというか、私がしていた重要な仕事というのは、多分ここにいらっし

ゃる全てのアートの先生達は同じゴールを持っていると思うんですけれども、生涯にわたってア

ートを愛して、そのアートに対する愛情を一生涯きちんと評価し続けていけるような力を開発す

る、発達させるということが私の2番目の仕事で、これは知識やスキルを教えることと全く同じ

ぐらい重要なことだったというように思っています。そして、その学んだ知識やスキルというの

をどのように使っていくかっていうのは一人一人違いますから、それによって、その人間のユニ

ークさとか違いというものも出てくるわけで、そのようなことによって、その人間が非常にすぼ

らしい人間になっていくということです。そしてアートというのは、その人間にある価値観だと

か信念というものを捉えていくというものです。ですから、その他の人を見たときに、その人の

価値が分かったり、あるいは、ときにはその人を見ることで自分も同じ価値があるとか自分のこ

とを再発見するとか、そういうこともあると思います。そしてまた私達は普遍的な真実である、

例えば、子ども、みんな子どもを愛していますよね。子どもに対する愛情というのは、もう人種

とか文化とかを問わない普遍的な真実だと思います。でもそれぞれの文化によってそのかかわり

方は違ってくるかもしれない。そのスタンダードを見ると、その子ども達がそういったことを自

分の中で育てていく、開発していくためのそれを手助けするためのメッセージがスタンダードの

中にはあるというように考えております。

匝至司関連したご質問ありますれそれでは4つ目の質問として、小野先生、お願いします。

巨車重璽既に結び付けるっていうことでお答えをもらっているのかもしれませんが、あえて質

問させていただきます。日本では生きる力、協働という言葉がよく用いられます。協働を通して

子ども達がお互いを高め合うことが推奨されています。一方、哲学の重要な役割は、世界、国家、

共同体、そうしたものの現実ではなく可能性を考えることであります。スタンダードにおいて、

こうした問題はどう考えられているのか、位置付けはどうなっているのか先生のお考えをお聞き

したいと思います。

桓イボル畢室スタンダードにおいて共同ということは非常に重要な考え方で丸それがよく分

かるのは、スタンダードを通しでずっと読んでいくと、共同という言葉が頻繁に出てきます。本

当に、生徒と生徒がともに何かを協力して考えたり、お互いに教え合ったり、あるいは学び合っ

たりするということというのは、世の中に出た場合、実際の世の中に出た場合、それが一緒に働

いたり問題解決をしていく、まさにそういうやり方を実際にしていくので、それを共同というこ

とで生徒達が学んでいくということは、本当に重要なことだと思っています。そして、世界中を

見渡してみてもアートにはそういうことをできるように可能にしていく力があると思っています。

51



第二部：座談会記録

それは、アートには普遍的な言葉であり、アートには共通の認識があるので、スタンダードでは

どのように生徒がそれを学んでいくかということを教えているということになります。アートと

いうのはとても小さいものですし、例えば、私は飛行機でここへやってきて数時間でまた悲しい

けれども帰っていくわけですが、世界が全てアートを通じてつながっているというように考える

ことで、国レベルでもそのような協力共同ということができるわけですし、人々、国民レベルで

も教育の協力共同ということができると思います。日本はそのことをもう実践しつつあるという

ように信じていますし、そのことを気づかせていただいたということで、本当にすぼらしい質問

をありがとうございます。

結び付けるということの関連からもう一つを言わせていただくと、アート作品をつくるという

のは、ときに孤独な作業で、例えば、キャンバスに向かって絵を措いているときっていうのは大

抵1人で行っていて、それを見守っている群衆がいるというわけではないですが、時々そのアー

トをつくるということを協力共同で行うことができます。青山先生に見せていただいた作品など

も本当にその教室の中で共同でつくられたものだと思います。そういうことをスタンダードの中

でも取り上げていて、例えば、応答するというところも実際にやりとりをすることは共同なんで

すね。発表するというところも、もちろん、いろいろな人に発表してそれを見てもらうというこ

となので、共同にほかならない。ですから、その結び付けるということ、最後に学んだことをみ

んなと共有する、お互いに学んだことを教え合うということも共有するということも結び付くと

いうことだし、共同にはかならないと思うんです。ですから、共同というのはとてもいいポイン

トを言っていただいたと恩うんですが、スタンダードのあちこちに埋め込まれているもので、そ

の一つの学年レベルだけにあるわけではないし、一つのプロセスにだけあるわけではない。全て

のプロセスにおいていろいろな至るところに、スタンダードの至るところに共同という考え方が

あることを改めて考えております。

巨至司あと15分ありまれフロアからの質問をいただきたいと思っているのですが、その前に

1つだけ、司会の方からお尋ねしたいことがあります。今回のテーマにかかわって、何回も「学

ぶ」という言葉が出てきました。この「学ぶ」とはどういうことなのれ芸術的プロセスとして

の、創造する、発表する、応答する、結び付ける、という言葉がキーワードになるであろうこと

はよく分かったのですが、アメリカにおける「学ぶ」ということの広義の意味、あるいは実態に

ついてご示唆をいただければと思います。

匝イボル先勾　非常に複雑な質問をありがとうございまれ「学ぶ」ということは、もともとは

スキルとか知識を得るということに基づいているということだと思います。例えばそのクラスの

中で掛け算について学んだり、正しいスペルを学んだり、文法などを学ぶということも一つの学

びです。

でも、それ以外の学びというものもあります。それは経験に基づいた学びで、教室では得られ

ない、教室外で、カリキュラム外で学ぶということですね。例えば、私は、ここ日本に来たとき

に、初めて来た時は本当に圧倒されたんですが、いろいろなことが初めてだったので、来たから
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分かったこと、実際にこの目で見たから分かったこと、匂いを喚いで味わったりして触れたりし

て初めて分かったことということがたくさんあります。これは認知的な精神的な学びでもあるし、

このように学びというのはいろいろなレベルであります。

例えば、感情のレベルでもあります。いろいろな反応、私は、日本にまた来たいとか、日本に

来るたびにワクワクする、美しい国だということがあるんですけれども、これは感じたからこそ、

実際に日本に来て感じたからこそ思うことであって、これはそういったレベルでの学び、また文

化的な学びということもあります。

例えば、アメリカと日本ではさまざまな習慣が違います。残念ながら、アメリカでは非常に悪

い習慣もあってそれには気づかなかったんですけれども、実際に意図的にそうしたわけではなく、

そういうことが日本ではあまりよくないというように思われているということを知らずにやって

しまうというような間違いなどもあり、それは文化的な学びであります。そういったことは本に

書いてあったり、テキストにも書いてあるけれども、行って経験して学べることでもあります。

また、それ以外でも物理的な学びということがあります。例えば、陶芸などで粘土を回してろ

くろとかで回してこねているとき、その粘土を触った感触みたいなものは指で実際に触ってみな

ければ分からないんですよね。こういうふうな感じがしますとどこかに書いてあって読めば分か

るのかもしれないけれども、実際に物理的に粘土を触った感覚というのは触るまで分からない。

そういったように、学びというのは実にさまざまな多様なものがあるというように思っています。

匝至司ありがとうございます。わが国の図画工作では、「学ぶ」というのは習得の側面がある

のと同時に、もう一つは自分をつくる、あるいは自分を見つけるという、ある意味、開発的な側

面っていうのがすごく大切にされていますね。アメリカのスタンダードにおいて、この開発する、

あるいは自分をつくる、見つけるといった側面は、この「学ぶ」の中に入っているのかどうかと

いうことについて最後に教えてください。

匝イボル先勾　実際あります。プレゼンテーションの中で覚えてらっしやると思うんですが、芸

術家ステートメントというのを書くというところがありました。これは芸術を実際に芸術作品で

問題があったときにどのように対応したか、その人の考えを表現するのが芸術家ステートメント

というものなんですけれども、こういうものがスタンダードの中にあるということも、それは表

しています。

つまり、私達は判で押したような均一なもの、同じものを最終的につくるということをよしと

はしていないというか、そういうアートはよくないと思ってるんですね。それを尊重していない

ですね。自分がどのように学んだのれそれを自分なりに表現できないといけない。なので、基

本的に均一的な作品であると、言われたことをただまねしているだけとかリピートしているだけ

ということになってしまう。そうではなくて、自分をきちんと見つける、自分のアイデンティテ

ィーを確立する、自分の声を見つけて自分の声で自分を個々の違った自分独自の声で自分自身を

表現するようになる。そういった使い方が出来るようになるということをスタンダードでは求め

ています。自分の声を見つけて、これから一生涯、この後もずっと学び続けて関与し続けて自分
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の声を使って表現し続けてはしいというふうに考えています。

匝重要どうもありがとうございまれそれでは次に、フロアの．方からご質問いただきたいと思

います。発表に当たっては、ご所属とお名前をよろしくお願いします。

匝垂巨∃新潟大学の柳沼と申しまれ今日はすぼらしい講演ありがとうございました。今日の

お話の中で芸術的プロセスが4つあって、その中で「結び付ける」というものがありました。そ

の過程で、たぶん本質的な問いがなされているかと思いますが、まず、これはとてもすぼらしい

と思いました。そして、その中身ですね。資料の28ページ1にとりわけイメージに関する問いを見

ると、「イメージとは何ですれイメージは私達の世界観にどのような影響を及ぼしますか」とあ

る。そういう問いを子ども達にしているところがすごいなと、そしてそれぞれの各段階でイメー

ジについて本質的な問いが発せられている。恐らく日本では、なされていないという感じがして

います。イメージを抱くことに関しては学習指導要領の中にもありますが、実際は教師が求める

イメージ像があるような、そういう授業が多く見受けられて、こういった本質的な問いは、なか

なか日本ではなされにくい。とりわけアメリカは日本人よりも、多民族国家としていろいろな文

化の人々が集まる中で、本質的な問いというものはとても効果があって重要なのだろうなと思い

ますも一方、価値観の異なる人を結び付ける、価値付ける、つまり「学ぶ」ところにつなげるこ

との難しさというのもあるのではないかなと思いますが、本質的な問いは、人のプロセスの中で

どんな段階にどういうタイミングで行われているのれそしてまた、そういった異なる人々にど

のように価値付けがなされているのかについても教えていただければと思います。

lセイボル先勾　まずは、スタンダードについてお褒めをいただいてありがとうございまれたく

さんの人がスタンダードに関与していますので、このことはとてもうれしく思います。先ほど質

問の中で、本質的な問いというのは日本ではちょっとこれをするのは難しいんじゃないかという

ようなことをおっしゃっていたので、そこについて逆にちょっと質問させていただきたいんです

けれども、本質的な問いが実際にそういうことを本当に学んで、アートの教師としてはそれを実

際に学んでほしいことだと思うし、たくさんやってほしいことなんじゃないかと思うんですね。

日本でアート教育に携わっている方々に、是非、答えを見つけてほしいと思うことではないでし

ょうか。アメリカの質問の例をそのまま質問しなくてもいいので日本独自のもので、例えば、こ

の芸術作品の持つ意味は何だろうかとか、この芸術家はこれで何を伝えたいのだろうかとか、そ

ういった質問を大人として持ちますよね。それを子どもにも答えてはしいので、そういう質問を

是非日本でもしてはしいというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。

もう一つの質問ですが、日本のスタンダードとか学習指導要額とかにはそういった本質的問い

というのは含まれてないかもしれませんが、だからといってそういう質問をできないというわけ

ではないかと思います。

匝垂頭ありがとうございました。もちろん日本の美術教育、恐らくここにいらっしゃる方も
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含めて良心的にそういったことを求めている人は多くいますし、実践しているところもあると思

います。そこはちょっと私の言い方がまずかったのですが、割と日本の教育界は、意図に反して

上意下達的な、そういった背後にある大きなものを教師一人一人が感じていたりします。学校の

中では評価を出さざるを得ない。したがって、本来、評価やアセスメントというものは形成的で

あるべきなのに、結果としての説明責任に比重が置かれてしまいがちなところがあります。つま

り、目標が子どもの側に設定されていても、効率化や外部への説明責任に重きが置かれてしまい

ますも　もちろん、多くの美術の教員はそれを乗り越えようと努力していると思っています。私が

お聞きしたいと思ったのは、つまり一人一人異なる、多様な子どもがいる中でアセスメントを行

っていく場合、スタンダードな内容であっても一人一人の内側にしっかりと価値付けていくアセ

スメントのあり方というのは、アメリカは恐らく日本よりもしっかりとなされていて、そういっ

た一人一人に応じて異なった、つまりきめ細かいというか労を要するような関わり方が多分アメ

リカではしっかりなされているだろうということです。それに基づいてアセスメントもこのよう

に構築されてできていると思うので、我々としては学んでいかなければならないと思っています。

もう一つ、アクティブラーニングということが新しく出されていますけど、会話をさせること

自体が目的化してしまって、行きつくところの答えが準備されていたりするような授業が結構あ

りがちなんですね。でも本来は、アクティブラーニング、例えば対話を子ども達に求めたときに

異なる結果が相反する…。

匝至司すみません、コンパクトにお願いしまれ

匪萱垂璽結果であってもいいと思うんですが、そういったところが、日本では今難しくなって

ると思います。

匝イボル先勾　おっしゃるとおり、アメリカは非常に多様な社会で弟非常に違う人がたくさん

います。それぞれ違ったグループの人達は違った表現方法を持っているし違った形で答えもする

と思います。学校においては、それでも同じ質問をすることはできます。ただ、違う答えを奨励

することもできるんですね。違った答えがあってもいいし、そういったアメリカでは多棟性をと

ても歓迎しています。ですから、もちろん教師としては何らかの学びにおいては同じ答えを期待

するものもありますよね。例えば、モナリザを描いた人は誰と言ったらレオナルド・ダ・ビンチ

という同じ答えが返ってくるわけですね。でも、中には答えが定まっていないものがあると。そ

れを見つけることもアートだということを理解する必要があると思いますも例えば、風景画をな

ぜ今までどのぐらい風景画が描かれたのか、なぜ風景画を描くのか。それはその人独自のユニー

クな自分の風景を自分の見方を表現したくて描く。同じ答えがずっとあるわけではないし、同じ

答えが続けばアーティストは飽きてしまうし、それに対してアーティストがユニークな違う方法

で表現をするからこそ魅力的なんだということですね。違うもの、見たことのないものというも

のを見るということは非常に魔法のような力があって、それがアートというものの魔法のような

ユニークな力なんだというように思っています。
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匡垂憂国セイボル先生の言葉の端々にアートによる喜びとか、アートへの愛情とか、視覚的多

棟性とか、こういうふうに表現されているんですけれども、視覚芸術スタンダードにおける創造

すること以外、例えば発表するとか、応答するとか、結び付ける。そういった行為は、知的理解

や言語的理解に属し、情意的なものではない。そういうふうに思うんです。だからセイボル先生

が普段考えていることと、視覚芸術スタンダードとは、ずれているんじゃないかなと思うんです。

匝至璽そのことについての朗牢ですれ

匝イボル年型もしかするとおっしゃるとおりかもしれません。乗離があるかもしれないんです

けど、私が考えてることとスタンダードの間に。ただ、1点、一番強調したいのは、その感情が

一番重要になるのは結び付けるというところです。結び付けるというところでは、多様性が本当

に必要になってくるし、いろいろな個人個人との間でやりとりをするわけですから、結び付ける

というところで一番感情が生きてくると思います。ただ、そういう結び付いたときに結び付くと

いうためには応答するというところにも関係してくるわけですよね。それから、その応答したこ

とによって、応答にも人によって違いがあるので、それを比較していったりする必要も出てくる。

そういった一連の流れをスタンダードではやっているわけなんですね。そのところをうまく説明

できなかったかもしれないんですが、私はスタンダードがうまく機能するときというのは、個人

個人がお互いを発見してそのアイディアを交換したり、いろいろ重要性を見つけていっていると

きだというように信じています。

匝套司　どうもありがとうございました。それでは最後になりますが、登壇者の先生方にお願い

していることがあります。大会テーマにかかわって、一語、一フレーズでのキーワード、キーフ

レーズの提示とその理由を言ってくださいということです。1分でお願いしておりましたが30秒

にしたいと思います。すみませんが、よろしくお願いします。小野先生からお願いします。

巨蚕室召　ワンフレーズということで、接続する努力を現実的に生み出す九まあ、生きる力と

言い換えてもいいし人類社会の持続可能性と言い換えてもいいし、持続がきれいごと過ぎるので

したら、再生産でも存続でもいい。同じことですが、それを美術に即してして言い換える努九

これは美術教員があきらめてはいけないことだろうと思います。

匝至蚕ありがとうございまれ水島先生、お願いしまれ

匝亘重要真正のアセスメントということかなと思っておりまれ先ほど、柳沼先生が指摘され

たような対応も含めて、要するにこういう本質面も含めたアセスメント。これ、日本人の場合、

値踏みという一面的な微細なものは比較的上手にできると思うんですけど、立体的な三次元的な

ものにどうしていくれその際にやはり野生の思考であったり、バイロジックなもの、それはア
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－トも本来趣旨としている内容だと思うんですけれども、どうもそういう言葉の網目から漏れて

しまうようなものがアセスメントの中で抜けがちなので、そこも含めて真正のアセスメントをこ

れから考えていかなきゃいけないと思います。

匝重要青山先生、お願いしまれ

匡垂巨∃私は、日本の子ども達は自分というものを表現することをまだまだ苦手としている子

が多いので、「自らの表現を通した自己肯定感の育成」を挙げたいと思います。図画工作科を通し

た活動や作品の中には、自分らしさ、自分の表現、固有のよさというものが本当に至るところに

溢れています。発想・構想、創造的技能を働かせての表現、鑑賞、それぞれの過程において、教

師は支え、価値づけ、児童に自分の良さを実感させることが大切だと思います。自分自身を表現

したことによる満足感、周りの子ども達の鑑賞による新たな価値の発見等を、味わわせることが

必要です。私達は、図画工作科を通して子ども達にもっともっと自信を持たせることが必要なん

じゃないかなと思いました。

匝套司ありがとうございまれでは、最後に、セイボル先生、お願いします。

恒イボル先勾　私は、フューチャー・イズ・アート、という言葉を選びます。それは人間として

アートなしに人間が存在していることはあり得ないというふうに考えているからです。洞窟に住

んでいた時代から私達は洞窟にもアートを残していました。全世界において全時代においてアー

トはあったわけです。過去にもたくさんアート作品は残されていますし、今日の芸術家達は将来

に向けて将来のアートをつくっているわけですね。ですから、変わっていくこの世の中の中で私

達が人間として私達は誰なのか、一番大切な価値は何なのかということを、子どもの世代、また、

その子どもの世代、それからずっと後の世代にまで、人間としての価値観を、そして人間として

の意味を表現することができるのがアートだと思っていますし、アートは共通の言語であると信

じていますので、フューチャー・イズ・アートを私の選んだ言葉にしたいと思います。

匝套頭ありがとうございました。フューチャー・イズ・アート。これをもって特別企画を終了

させていただきたいと思います。

1．当日、会場で配布された特別講演資料「全米視覚芸術スタンダードの美術学習評価と礎石とな

るアセスメント・モデル」。

※　本事業は、日本学術振興会から科学研究費助成を一部受けて実施しております。（課題番号：

基盤研究（C）（一般）16KO4692））
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